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（2）　Petition　aus　der　Stadt　S．ayda　vom　12．IO．1830
／B16　＝L59／　　　　　　　　　Abschrift
　　An　E。zur　Aufrech七ha工tung　der　Ruhe　verOrdneten　hohen　エ、andes・一
Cornmission　zu　Dresden
　　Unter七h蟹nigs七　gehorsarns七ev’Ehrfurch七svollster　Vor七rag　！
　　Ob　wir　gユeich　nur　Yassallen一丁1nter七hanen，　n蟹mlich　des　Rit七er囎
guts　Purschens七ein　mit　Stadt　Sayda，　zu　welcher　Letzterer　als
ein　frmUler　separa七es　Ri七tergu七　auch　die　Dorfschaften　Friede－
bach，　CIauBnitz，　C買㎜erswalde，　Heydersdorf　nebst　dazu　geschla－
genen　An七heil　des　Mor七e］．g㎜des，　Ulユers一　㎜d　Piユ18dOrfg　sonst
gehbr七　haben，　sind　一■印　so　sind　wir　doch，　一　〇b　wir　gleich
　　　　　　　　しauch　Unter七hanen　unsers　allge］．ieb七en　Kδnigs　An七〇n　und　seines
von　uns　soviel　und　innig　geliebten　Mitregenten，　des　H6chs七ver－
ehrten　Herzog　Friedrich　Augus七　von　Sachsen　sind，　so　bleiben
wir
／Bl．159b／　　　in　unserer　Lage　denn。ch　die　verlaBenen　S七ief．
kinder　des　Mu七terlandes，　auf　weユche　rnan：Leider　bi8　i七zt　kein
wahres　Augenmerk　von　oben　herab　gerich七e七hat．　Obwohl　wir　　、
a＝rme　Bedr盤ngte　zum　Wohl　des　Landes　und　aller　dessen　Kosten　und
Beitr蟹gθ　in　Kriegs－　und　Friedenszei七en，．kurz　zu　a：L：Len　Erforder＿
nissen　dasselbe，　一　auch　Ufters　leider　mehr，　一一一　ais　die　wah－
ren．Mut七erkinder　des　Landess　haben　leis乞en　m牲ssen．　Z．　B．　im
Kriegsjahre　l815　hat七en　andre　Mu七七ers七蟹d七e，　als　Freyberg，　Chem－
ni七z　pp．　ihre　B質reaus抽an　schrieb　d◎r七　Liefenmgen　aller　Ar七
aus，　welche　auch　wir　an　Vieh，　Getraide，　Brodt　Mehl，　㎞rz　in
allen　leist；en　und　oft　bei　Verlus七●　Wagen　und　Spannung　dabei
waren，　a＝Ls　aber　wir　vom　22●　August　bis　zun　Novernber　die　feind」・
1ichen　Truppen　gar　nicht　loswurden，　und　6fters　2　bis　8000　Mann
starke，　ChUre　in　unserer　S七adt　und　auf　unsem　Feldern　lagen，
frag七e　Niernand　nach　uris，　wir　muBten　aZ16s　fUr　uns　selbst　an電
ordnen　und　versorgen，　um　solche　zu　unterhalten，　wodurch
／Bl．160／　　　　uns　eine　groBe　Communschuld　anwuchss　welche
wir　noch　mi七Uber　2800　Tユr一　一　zu　ti］．gen　und　bis　dahin　zu　ver＿
zi皿sen　haben．　Bis　jetzt　haben寅ir　a：Lles，　gewiB　der　gr6Bte
Theiユ　arme　Un七er七hanen　nach　Kr蟹f七en　getragen，　aユ］．en　das　Unver騨
mUgen　offenbar七　sich　七一glich　mehr，　und　wir　haben　so　viele　Las軸
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2．1830年10月12日付ザイダ市の請願書
　写し。
　ドレースデンの公安維持国王任命委員会宛。
　……上申。
　　（1）　’我々は封臣の領民にすぎない，すなわち，かつて分離していた騎士領〔ザィダ〕には，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）以下の村々，フリーデバハ，クラウスニツ，ケマースヴァルデ，ハイダースドルフ（メル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）テルグルントの帰属分を含む），ウッラースドルフ，ピルスドルフが所属していた，そのザ
イダ市を含む騎士領プルシェンシュタインに属する〔領民〕にすぎないけれども，にもか
かわらず我々も……国王アントーンおよび……摂政フリードリヒ・アウグストの領民であ
る。
　しかしながら，我々はその地位において祖国の見捨てられた継子であり，残念ながら今
日まで，お上から真に注目されたことがない。我々，困窮した貧民は戦時・平時における
我が国の安寧とそれのすべての費用および分担金のために，簡単に言えば，あらゆる必要
のために，我が国の真の秘蔵児と同じだけを，しばしばより多くを，給付せねばならなか
った。
　　　　　　　　　　　　｛4）　例えば，戦争のあった1813年に他の中心都市，例えばフライベルク，ケムニツなどには
〔特別の〕役所があり，そこから各種の〔軍用〕給付が告示された。我々もそれのために
家畜，穀物，パン，穀粉，簡単に言えば，すべてのものを給付し，しばしば〔我々の〕馬
車と連畜を失なった。
　〔その上に〕我々は8月22日から11月まで，敵軍から免かれていなかった。2000ないし
8000人の兵士の大群がしばしば当市内と我々の耕圃に宿営したが，その時には誰も我々の
ことを気に掛けなかった。我々はt彼らの面倒を見るために一切を自分自身で手配し，処
理せねばならなかったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝　それによって我々〔当市〕にとっては巨額の市債が発生した。2800・Tlr一一以上のこれ
〔市債〕を我々は償還せねばならず，今もなお利子を支払わねばならない。我々は，その
大部分が貧乏な領民であるけれども，すべてのものを今日まで力のかぎりに負担してきた。
　　　　　｛6）
しかしながら〔給付の〕不可能は日々に明らかになっている。我々は，我々を圧迫するこ
（1）ザイダ市は，騎士領プルシェンシュタインに所属した小都市である。ここにあった
　領邦君主直属騎士領は，15世紀に上記の騎士領に統合され，かつての騎士農場の一部は
　領主の「新分農場」となった。当市は1442年に領主から都市特権を獲得し，1558年には
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七en　die　uns　drUcken　in　a：Ller　Unもer七h甑igkeit　vorzu七ragen　und
um　mUgliche　Abhttlfe　ehrfurchtsv。U　zu　bi七ten・
　　Un七er　Beisein　unserer　Vier七elsmeis七ers　AusschuBpersonen　und
ReprUsentanten　versamrnle七en　wir　uns　auf　unserm　Raもhhauses　nach－
dem　wir　soユches　E．　E．　Rath　gehorsarmst；schuユdig　gemelde七　haも七en，
verbat；en　uns　aber　vor　diesma］．　deren　Beisein，　we］．ches　uns　auch
gesta七tet　wurde●　　工n　al：Ler　Ruhe　und　Fried］．ichkei七，　theil七en
wir　einander　unsere　Vor七r蟹ge　mit，　brach七en　so］．che　zu　Pappier，
㎜dun七erzeic㎞ete　jeder　Anwesende　eigenh蟄ndig　seinen　Narnen，
zum　Beweis，　wie　wir　a1ユes　nur　friedlich　und　bi七七end　in　Vortrag
bringen　wollten●
／Bl．160b／　　　Wir　unterfangen　uns　daher　E．　zur　Aufrθch七一
haltung　derδffen七lichen　Ruhe　allerhδchst　veror（ineten　Co㎜is－
sion　nachs七ehende　Schrift；in　a：L］．er　Vn七er七hUnigkei七　v◎rzu］．egen
und　urn　deren　PrUfung　wir　bit七en　und　uロsere　WUnsche　nach　照3g－
lichkeit　zu　gewMiren　und　uns　durch　aller　hUchste　Resolution　zu
erfreuen．　Unsere　Vors七ellungspunk七e　8ind　denn
　　：L）　エnfr’tthern　Zei七en，　Brllnde　und　andre　Ung1Ucksf筥1ユe　der
S七ad七，　wozu　auch　K：rieg　und　PQ．s七　zu　rechnen　is七，　haben　uns
Zeider　u皿alle　unserθ　Urkunden　voriger　Zeiten　gebracht．　Jedoch
wi8sen　wir　al］．e　in　hiesiger　Gegend，　daB　unsere　Stadt　Saida
sonst　ein　separa七es　Rittergut　geWesen　und　mit　Purschenstein
eng　verb㎜den　wars　wo　denn　zu　Saida　auch　die　D葛rfer　Friedebach，
ClauBni七z，　K駿mmerswalde，　Heidersdorf　nebs七　dazu　geschlagenen
［nLeil　des　M。r七elg㎜des面Uユlers－und　PilユsdQrf　gehδr七haben
sollen．　Zu　Pursehens七ein　aber　die　D6rfer　Neuhausen　　　　　　　’
／Bユ。　］．61／　　　　　　　　Dittersbach　und　s互mm七ユiche　Obre．　GrenzdUrfer
gehUrig　gewesen　sein　Sollen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　Da　nun　demalen　die　Gerichtssteユユe　von　beiden　RittergU七ern
zu　purschens七ein　befindlich　is七，　f廿r　ulIs　und　den　meisten　Dorf－
schaf七en　sehr　en七1egen，　z㎜al　bei　oft　sehr　s七Ur’Tnischer・　Win七er。
wi七七e㎜g　auch．gefahrvQ1＝L；．　so　bi七ten　wir　unterth駿nig　eine
separa七e　Gerichtss七eユle　nach　Saida　fUr　die　Stadt；，　und　denen
sons七　dazu　gehbrig　sein　sollenden　D～3rfern，　mi七　alZe　dazu　geh6－
rigen　Rech七　und　Gerech七igkeit；en　zu　verlegen．
　　Es　wUrde　ja　auch　ein　Gerichtsdirec七〇r　hin］．蟹ngユich　Arbei七
hier　finden，　da　ohnedieB　zu　Purschens七ein，　ohne　dem　Gerichts日
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れほど多くの負担を……上申し，可能な救済を……請願する。　　　　　　　　（7）　（8｝　我々は，街区代表者，委員および代表者の同席の下に市庁舎に集まり，……市参事会に
……ﾍけ出たのち，我々にも許されたそれ〔市参事会員〕の同席を今回は断った。〔そし
て，〕我々は全く平穏にかつ平和的に上申をお互に打ち明け，それを書き記し，各出席者が
自筆で署名した。我々がすべてを平和的に請願として上申しようとしていることを証明す
るために。
　それ故に我々は公安維持国王任命委員会に以下の書面を……提出する。我々はそれの吟
味を請願し，我々の要望を可能なかぎり叶え，お上の決定によって我々を：喜ばせるよう請
願する。我々の請願する諸件は次の通りである。
　〔（1）ザクセン国王に関連する上申〕
（1）昔，当市の火災および，戦争とペストを含むその他の不幸が，残念ながら我々〔当市〕
　　のかつての証書をすべて奪ってしまった。しかし，我々，当地のすべての者は，当ザ
　　イダ市がかつては，分離した騎士領であり，〔騎士領〕プルシェンシュタインと密接に
　　関連していたこと，〔騎士領〕ザイダには次の村々，フリーデバハ，クラウスニツ，ケ
　　マースヴァルデ，ハイダースドルフ（メルテルグルントの帰属分を含む），ウッラース
　　ドルフ，ピルスドルフが所属していたこと，を知っている。これに対して〔騎士領〕
　　プルシェンシュタインには次の村々，ノイハウゼン，ディッタースバノ・と，国境近く
　　の上部の村目すべてが所属していたのである。
　　　両騎士領の裁判所は現在プルシェンシュタインにあって，我々と多くの村々にとつ
　　ては非常に離れているので，とくに，冬にしばしばある嵐の際には．〔往来が〕危険
　　であるので，我々は，分離した裁判所を当市と，かつてそれ〔騎士領ザイダ〕に所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9｝　　していた村々については，それに関するすべての権利・権限とともにザイダに移すよ
　　う……請願する。
　　　実際，領主裁判所長はここ〔当市〕でも十分に仕事を見出すであろう。なぜなら，
領邦君主もそれを承認した。領主の任命するrEi長は，同侍に市裁判官であった。シッ
フナーによれば，市参事会は市長，参事会員4人，出納役（Kammerer）から構成さ
れてv’ｽ。当市は周辺村落に対してピー・ル強制権をもち，近隣村落の何種類かの手工
業親方は当市のツンフトに加入していた。当市はライプツィヒーフライベルクー
ノイハウゼン　　プラーハ街道上にあり，国王と領主の護送税徴収所がここに設けら
れていた。高地であり，傾斜も急であるために，気候は厳しく，夏にはしばしば水不
足が生じた。当市は幾度も大火と戦災に見舞われたために，「国内で最も貧しい都市」
と称されていた。1834年に178戸，人口1154人である。当市の富裕な財圃「時蒋」は広
一227一
628
director，　zwei　Ac七uarii，　ein　Landrichter，　mehrere　Copisten　und
eine　starke　Zahl　Geriehtsbo七en　geha1七en　werden　mUBens　welehe
七蟄glich　von　frUh　bis　spYt　Abends　arbeiten　und　ka㎜durchko㎜en
k6nnen．
　　Hierdurch　wUrde　unsre　S七ad七　auch　bei　den　so　au13erorden七1ich
vielen　und　schweren　aufhabenden　Onelus　einen　kleinen
／Bl。161b！　　Nahmngszweig　erhal七en，　welches　i七zt　dem
Dorfe　NeuhauBen　allein　zuflieB七●
　　Und　wie　vie］．　wUrde　jeder　dieser　Unterthanen　nur　an　den　star一・
k6n　Boten＝Lδ㎞en　und　工nsin．　GebUhren　ersp』aren，　wenn　es　nUher
geschehen　k5nne・
　　Ja　auch　alle　an　einer　Gerich七sstelle　vorfallenden　Handlungen
jeder　Ar七　wUrden，　obgleich　das　Woh］．1δb1．　Judiciurn　zu　Purschen－
stein　mit　alユer　Th互tigkeit；rastlos　arbei七et，　mi七　mehrerer
Sehnelligkei七beendiget　und　vollzogen一　werden　kδ㎜en，　wodurch
auch　hier　eine　groBe　Kos七ener8pamiB　eintre七en　wUrde，　wenn’
jede　Rechtssache　oder　sonst　gerich七liche　Verhandlung　in　Ein
Vier七eljahr，　s七a七t　wiewohl　zeither　der　Fa11　δfters　sein　mUBen，
ers七in’5，4und　rnehrem　Jahren　beendigt　werden　kδ㎜en，　wo　wir
der　Beispiele　viele　aufweisen　k6nnen．
　　Hierz　ko㎜七noch
　　2）　Obgユeich，　wir　kennen　es　nicht　in　Abrede　8七e］．len，　der　der闘
malige　Gerichtsdirec七〇rs　Herr　G．　A．　Insp．　Behr　zu　Purschen－
stein
／B1．　］．62／　　　　　　　ein　ganz　geユehr七er，　gef！£11iger　und　hurnaner
Mann　is七，　den　wir　verehren，　auch　gegen　die　demaユigen　Herren
Actuarii　woユ：Len　wir　uns　nieht　beschwerenp　weil　sie　ihr　Fach
grtindlich　vers七ehen　mδchten，　so　sind　doch　deren　un七ergeordne七e
im　Diens七　befindユiche　ganz　kleine　Personen　6f七ers　gegen　Jeder－
mann　so　rauh　und　unhurnans　ja　wir　kδnnen　frei　sagen，　ganz　grob
gegen　BUrger　und　Landrnannt．　daB　man　nichもweiB，　soll　man　den
（｝erichtsha］．ter　oder　den　Frohne　sons七hieB　es　nur　＝　Landknecht：
Le七zter’n　mehr　Ehre　geben　als　den　Ers七em●　一一一　Z●　B．　der　Ge口
rich七sfro㎞S七eudel，　dieser　ko㎜七
　　in　gesporn七e　Stiefel，　mi七im　Winter　Barange　Pelz，　im　So㎜er
im　feins七en　Tuchrock，　we］．chen　der　Gerichtshal七er　nich七　feiner
　りhaben　kannt　auf　schδngesa七七elten　Pollacken　zur　Sもadt　geri七七en
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　　プルシェンシュタインでは領主裁判所長の他に2人の書記官，1人の地方判事，数人
　　の筆耕，多数の廷吏が召し抱えられねばならず，彼らは毎日，朝早くから夜遅くまで
　　働いて，なかなか仕・事を終えることがで．きないからである。
　　　それ〔裁判所設置〕によって，異常に多くて重い負担の下にある当市も，現在はノ
　　　　　　　　　　　　」
　　イハウゼン村にのみ与えられている小さな生業部門〔下級公職〕を手に入れるであろ
　　う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳　　　これ〔裁判〕が近くで行なわれると，各領民も使い賃と送達料を非常に多く節約す
　　ることになるであろう。
　　　また，裁判所に係属されるあらゆる種類の事件も，〔裁判所設置によって〕はるかに
　　迅速に終結・成就させられうるであろう。プルシェンシュタインの……裁判所は休み
　　なく勤勉に活動しているけれども，あらゆる法律問題あるいはその他の司法的審理が
　　かってはしばしば3－4年あるいはそれ以上かかった。我々はその例を数多く示すこ
　　とができる。しかし，それがこれ〔裁判所設置．〕によって3ヶ月で終結させられうる
　　ならば，費用の非常な節約が生じるであろう。
　　　　〔11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
〔2）さらに，プルシェンシュタインの現在の領主裁判所長たる一般物品税監視官ベーア氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もが，我々の尊敬する，学識のある，親切で人間的な人物であることを我々！よ否定しな
　　いけれども，また，専門に精通している現在の書記官について我々は苦情を言わない
　　が，彼らの部下として執務している，身分の低い人々はしばしば誰に対しても非常に
　　粗野で不親切であり，腹蔵なく言えば，市民と農村住民に対して全く粗暴である。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C13）　　こで人々は，　〔尊ぶ〕べきは領主裁判所長であるか，昔は単に農村の下僕と呼ばれて
　　いた廷吏であるか，〔あるいは〕前者より後者を尊ぶ〔べきであるか〕を知らないほど
　　である。
　　　その例が廷吏シュトイデルである。彼は拍車付きの長靴を履き，冬はクリミア羊皮
　　の外套を，夏は，領主裁判所長でもそれより上等のものを持っていない，最上の毛の
　　上着を着て，美しい鞍を締めたポーランド馬に乗って当市にやって来て，大抵の市民
　大な所右地と1万Tlrの資本をもち，領主の任命する市書記によって管理されていた。
　Schumann，　Bd，10，　S．！91－200；Schumann，　Bd，18，　S．66ユ；Schiffner　1840，　S．
　593－595；Blaschke　1957，　S．308；Blaschke　1965，　S．314－3！5．　　当市の高度は
　680mである。
（2）これら4村フリーデバハ，クラウスニツ（Clausnitz），ケマースヴァルデ，ハイダ
　ースドルフ（Heidersdorf＞（メルテルグルント（M6rtelgrund）を含む）については，
　その請願書を紹介する際にふれる。
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u皿d　sprieh七　die　meis七en　B鍛rger　mit
　　里二！
　　an，㎜d一毛虫will些璽些auf一
／B］．．　162b／　　　　　　　幽，　pp●
　　Dieses　bit七en　wir　allemm七er七h且nigs七　in　sZukunf七　durch　al］．er－
h6chste　Verordnungen　abstellen　zu　lassen，　um　solchen　Leu七en
aufgeben　zu　las．sen，　mehr　Respect　gegen　treue－d。ch　aber
auch　freie　－S七ad七bUrger　und　Unter七hanen　zu　beObach七en．
　　Auch
　　besonders　biも七en　wir　darums－er　der　Frohn　ko㎜e　nich七
mehr　　a　GavaU．　fUr　unsre　HUuser　mi七　gespom七e　S七iefel　einge＿
七re七en，　wo　s　ch．on　jeder　fttr　das　Geklirr　zitternd　wird，　sondern
wie　ehedem，　ein　Schreiber　gena㎞et，　ein　Hema㎜，　Kt㎞emund　pp．
diese　waren　wei七，一sehr　wei七一bescheidener．　Ka㎜er　zu
FuB　als　Gerich七sfrohn　nicht　durchko㎜en，　so工asse　er　doch　Rob
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆund　Sporen　im　Gasthofe　vor　der　obern　［Vhore，　es　ist　pla七z●
　　Wir　bi七ten　urn　Vors七ehendes　a1］．ergn蟹digs七　zu　genehmigen　und
abS七ellen　ZU　IaSSen　in　allemmterthgnigSter
／Blゆ　165／　　　　　　　　Submission．
　　Ein　mehreres　Uber　diesen　Punc七　folg七wei七er　unten．
　　5）　Be］．！弐uft　sich　die　Menschenzah］．　unser8　0r七s，　nach　vorj勘鰯
riger　CQnsumen七enlis七e，　inc］．．　der　kleins七en　Kinder，　auf
　　：LO49
　　bes七ehe七　in
　　＝L74　Wohnh蟄user，　excl●　der　geis七1．　Geb蟄ude，
　　　74㎜aロgesessene　Farlilien　und　Hausgenossen。
　　248　in　Summa・
　　diese　sollen　und　rnUssen　j蟄hrlich　Uber
　　3500　Tlr　一　一
　　KtSnig］．．㎜d　Herrschaf七：Liche　Gef蟹＝L：Le　absolu七　einbringen，　w6gu
noch　viele　Abgaben　nicht　geschlagen　si．nd，　als　Z．　B．　Brandkasset
Allmosen，　so　s七回目k　wegen　der　vielen　Amen　ist，　Kriegs－Commun“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しschuユdenzi㎜sen　von　demロalen　noch　2820　Tlr－Capi七aユ，　Kir－
chen　Co㎜11且一Geb蟹ude－Baukos七en　und　Reparaもuren，　starke　Wasser賜
baue　zum　Bedarf
／1：31．　］．63b／　　　　　　　　der　Stad七，　Stra6enbaue　rユach　nach　aユ］．en
Rich七ungen，　CommungefUユユe，　Zechenarbei七en　Tag　und　Nachtwachen
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　　にお前と話しかけ，ここで命令するなど〔と言う〕。
　　　我々は，忠実な，しかしまた自由な，都市市民と領民に一層敬意を払うべし，とか
　　かる人々に命令するお上の指令によって，これを将来是正するよう……請願する。
　　　また我々は，卜すなわち廷吏が馬に乗ってやって来て，拍車付きの長靴を履いたま
　　ま我々の家に入ってこないよう，とくに請願する。誰もが〔拍車の〕ガチャガチャい
　　う音を非常に恐れているのである。かつてはヘルマン，キューネムントなどという名
　　前の書記は，はるかに，はるかに謙譲であった。彼〔シュトイデル〕は，徒歩では廷
　　吏としてやって行けないならば，〔当市の〕上手の門の前にある宿屋で，ここが〔相応
　　の〕場所であるから，馬と拍車を捨てるように我々は請願する。
　　　我々は以上をお上が承認し，是正させるよう……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）（3）さらに，当市の人数は昨年の消費者名簿によれば，赤子を含めて1049人であり，〔当市
　　は〕聖界の建造物を除く住居174戸と，不動産を所有しない家族および借家人74戸，合
　　計248戸より成っている。これら〔の住民〕は国王と領主への公課貢租として毎年実に
　　3500　Tlr一　一以上を納入せねばならない。
　　　これには，なお多くの公課が加えられていない。それは例えば，火災〔保険〕金庫
　　　　　CIO　（16）　〔積立金〕，貧民が多いために大きい救憧〔費〕，現在なお元金2820・Tlr・一一に達する
　　戦時市債の利子，教会〔と〕市の建造物の建築費および修理〔費〕，当市の需要のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　　の大きな水利工事〔費〕，あらゆる方向への道路の建設〔費〕，自治体公課，順番制の
　　労働，市内と領域についての昼夜の警衛であり，それらすべてを詳細に示すには場所
（3）ウッラースドルフ村の人口は1834年に291人（40戸）であった。Schumann，　Bd．12，
　S．108－109；Schiffner　1840，　S．641－642；Blaschke　1957，　S．310一その標高は
　594mである。
（4）1813年春に反ナポレオン連合国軍の一・部はドレースデン，フライベルクを経て西進
　したが，5月2日にグロース・ゲルシェンで敗退した。ついで同年8月，連合国軍の
　一部がボヘミアからエルツゲビルゲを越えて北進したが，8月26－27日にドレースデ
　ンで敗北したために，エルツゲビルゲを越えてボヘミアに退却し，「渡エルツゲビル
　ゲを越えて北進し，10月16日一19E1のうイプツィヒ会戦で勝利した。　Putzger，　Karte
　27b．なお，ザクセン王国はライプツィヒ会戦までナポレオンの同盟国であった。
（5）ライプツィヒにナポレオンが賦課した軍税　（Kriegskontribution）　は巨大であっ
　たから，1830年にも利子だけのために12万Tlrが必要であった。　Reinhardt，　S．89．
（6）原文をわたくしはallenとしか読むことができないが，　alleinと解する。
（7）これは，市政に全権をもつ市参事会を監視するために創設された市民代表であり，街
　区（Stadtviertel）を代表する。しかし，その権限はきわめて小さかった。　Ermisch，
　S．　166；Reinhardt，　S，　166－167；Blaschke　1962，　S．　25．
一231　一
632
fUr　S七ad七㎜d　Fluren　die　aユle　separa七aufzuftihren　Pla七z　und
Ort　nicht　geeignet　sein　m6chte，　und　wo　man　wohl，　ohne　zu　hoch
zu　gehen
　　6000　Tlr　一　一
　　jzahrlich　annehrnen　kann．　・
　　Wie　soll　ein　so　kleiner　Ort，　wie　Saida　ist，　alles　dieses　bei
so　wenigen　Farnilien　aufbringen　？　　　Am　Ende　mUssen　wir㎜七er一．
liegen．　・　　Wir　bi七ten　de㎜ach　allerdemUthigs七，　urn　m6glichs七e　Minder－
und　Linderung．
　　4）　Sind　sei七　vorigen　Jahren　alle　Gerich七s－　Kaufs－　Ra七hs一　㎜d
a］．le　andere　Poユizei－　auch　sons七ige　Kosten，　besohders　auch　bei
dem　erforderlichen　Stempe］．papier　zu　jeder　gerich七］．ichen　und
proceBualischen　Handlung　auBerordent］．ich　erh6het　und　ges七ei－
gert’worden，　wo　wir　denn　ebenfalls　die　a－lte　und　fr’tthere　Ver－
faB㎜g，　Wie　es　sonst　gewesent　wieder　herzusteユlen血schen．
　　Wir　bitten　in　aller　SubrniBion　urn　hUehste
IBI．　164／　Gew！lhnmg．
　　So　wie　’auch
　　5）　denen　Herren　Rech七sco珍su］．en七en　eine　ver’rninderte　Spor七ul－
taxe　ihrer　zu　liquidirenden　Kosten　bei　ihren　Clienten　und
deren　verユangenden　Beistand　vorzuschreiben，　da　i七zt　ユeider
nach　itztigen　Gebrauch　der　6fters　hervorgesuchten　zu　vielen
Liquidations　Stttze　eine　unerschwingliche　Berechnung　zusammen
gebracht　wird，　we：Lches　in　frUhern　Zei七en　nich七　geschehen．
　　Wi　r　bi七七en　allemmter七htinigst　un　Nodera七ion．
　　6）　Ein　schleuniger　und　geschwinder　ProzeBgang　aller　Sachen，
welche　Verzegemmg　nur　das　Mark　der　Unterthanen　aussauchen，
wird　subrnissest　erbeten．
　　7）　Jedem　Bttrger　oder　sons七，　k6nnte　frei　gestel＝L七　sein，　daB
wenn　er　einen　An一・　oder　Vortrag　an　seine　resp．　Obrigkeit　hat，
und　anders　geh6rige　K：enntniBe　besi七z七，　und　die　Sache　verst蟹nd－
lich　einzulei七en　weiB，　solches　auch　eigenh買ndig　zu　en七werfens
oder　auch　einen　vers七Undigen　Freund　soユches　entwerfen　zu　las陶
sen，　dann　eigenhttndig　zu　unterzeichnen，　ohne
／Bl．　164b／　erst　einen　mit　vielen　Kosten　requirirten
Rechtsconsulen七en　darzu　ausdr’Uckユich　aufzufordern，　es　wUrde
一232一
「九月騒乱」期における騎士領プルシェンシュタイン所属集落（南ザクセン）からの請願書（n）633
　　が適当でないが，年に6000Tlr一一と評価しても過大ではない。
　　　ザイダのような小都市が，家族はこれほど少数であるのに，これらすべてをどうし
　　て負担せねばならないのか。最後には我々は倒れるにちがいない。そのために我々は
　　可能なかぎりの引下げと軽滅を……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
（4）数年前からすべての裁判所の費用，売買契約の費用，市参事会の費用，他のすべての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1　9）　　警察の費用などの費用グ，とりわけ，あらゆる裁判と訴訟において必要な印紙が異常
　　に引き上げられた。そのために我々は以前の状態を再興するよう要望する。我々はお
　　上の許可を……請願する。
（5）さらに，〔弁護料の〕請求額についての現在の慣例によれば，それが高すぎるし，
　　しばしば〔それの請求項目が〕さまぎまに捜し出されるので，法外な計算〔金額〕が
　　残念ながら掻き集められるが，これは苦はそうではなかった。そこで，訴訟依頼人と
　　その必要とする補佐人に請求されるべき費用について手数料を引き下げることを，弁
　　護士に指令する〔よう我々は請願する〕。我々は軽減を……請願する。
（6）すべての事件について訴訟の至急・迅速な進行を我々は……請願する。その遅延は領
　　　　　　　　　　　　　　　（20）　　民の〔骨から〕髄を吸い尽くすからである。
（7）市民あるいはその他〔の者〕が……官憲への提案あるいは上申を持っている場合，十
　　分な知識を持ち．事柄を明瞭に表現しうるならば，それを自分で起草し．あるいは，
　　分別のある友人に起草してもらい，次いで自分で署名することが．．高い費用を請求す
　　る弁護士に明確に依頼しないでも，彼に許されうるであろう。〔そうすれば，〕あれこ
（8）これは，市長を頂点として，都市共同体の行政，警察，財務を，領邦君主直属都市
　の場合には裁判権をも，管轄する自治機構であった。その支配は，補充選挙方式によ
　る構成員の選出，市財政の非公開などに示されるように，きわめて嘩制的であるが，
　他方では，隠味君主ないし都市領主からの市政干渉も大きかった。1832年の都市自治
　体条令によって都市の自治は拡大し，旧来の市参事会制度は廃止された。そして，市
　民委貝会（BUrgerausschuB）あるいは市代表（Stadtverordnete＞が新しい市参事
　会員を選出することとなった。Reinhardt，　S．67，2S3；K6tzschke，　S．20；Blaschke
　1962，　S．　24－29；Schmidt　1966，　S．　145．
（9）本稿「初めに」の註（18）で示されたように，騎士領プルシェンシュタイン所属の全集
　落は1856年からザイダ裁判区の管轄の下に置かれた。
（10）Insin．をわたくしはInsinuationと解する。
（11）原文をわたくしはHierzとしか読むことができないが，　Hierzuと解する。
（12）G．A．　Insp．をわたくしはGenera1－Accis－lnspektorと解する。これは，一般物品
　税の徴収に係わる諸問題を審理するために各都市について領邦君主に任命された役人
　である。R6mer　l788，　S．602，605；Blaschke　1956，　S．356；Blaschke　1962，　S．16．
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dies　und　jenes　leichter，　kUrzer　und　mit　weit　weniger　Geldauf－
wand　s’ich　be6ndigen　lassen．
　　Uln　a1：Lerhδchs七gn蟹dige　Ges七att；ung　bi七七en　wir　allerun七erth蟄庸
nigst．
　　8＞　工n　Betreff　der　Gen．　Accisse，　wo　wir　a］，s　Grenzbewohner　mit
einern　Fixo　von　jtthrlich
　　1500　Tlr　d一　一
　　begnadig七　zu　sein　scheinen，　sind　wir　nicht　mehr　im　Stande，．
solches　aus　folgenden　GrUnden，　fUr　die　Zukunft　aufzubringen：
　　der　MarktMeeken　Olbernhau，　liegt　nur　ca　1％　Stunde　von
Saida，　dieser　Ort　hat　nur　ein　ganz　geringes　gegen　uns　in　der
Stad七　aufgelegtes　Fixo　a］ユj駐hr：Lich　an　E．　HQhes　Finanz－Col］．e－
gium　zu　entrichten，　jedoch　mit　der　ausdrUcklichen　Einschrzan－
kung　一　nur　auf　den　Transito－Handel　nach　BUhmen，　一　keines－
wegs　aber　is七　darun七er　vers七anden，　die　㎜liegenden　Orte，　zurnal
in　unserer　General－Accise一工nspection　dami七　zu　verlegen，　wir
mUssen　sagen　zu　Uberschwernrnens
／Bl．　165／　denn　nicht　nur　in　K6rben，　Schubekarren　und
Szaeken，　ja，　sogar　）Mderweise　wird　es　in　unsere　Stadt　an　KrUmer
und　H5eker　eingeschrnugelt．
　　Hierzu　kommt：　Olbernhau　hat　mehrere　wohlhabende　Kaufleute
und　HUndler，　bXos　durch　diesen　uns　zum　Nachtheil　gereichenden
Erwerbszweig，　des　Paschhandels　：　nieht　nech　Behnien　allein，：
sondern　im　Lande　selbs七　一　an　sich　gezoger1，　steh七unter　HQch－
grzafl．　Loo12scher　Gerichtsherrschaft）　一一　ehedern　im　1’：6nigl．
SUchl’！．　llinisterio．
　　9）　Wem　drvtickt　wohl　die　Mahlsteuer　zur　Accise，　wo　wir　ohne－
die13　schon　hoch，　一　ja’　sehr　hoch　一一一　angesetzt　sind，　mehr，
als　uns　arme　vom　Feldbau　lebende　Stadtbewohner　und　Professio一一
nisten　？　一　lqUssen　wir　nicht　schon　von　aUen　unsern　Gnmd－
stTlcken　Abgaben　aller　Art　ent？ichten　！　sollen　wir　auch　nun
noch　：　wir　erbauen　leider　wenig　Korn　oder　Gerste　：　von　unserm
Haferbrod，　g；ew6hnlich　wird　l4．　Me七zen　Hafer　und　2　i・e七zen
gering　gebirgsches　Korn　zusa㎜en．　ge皿isch七und　in　die逝伽e
gethan，　wo　ohnedieB　der　｝’IUIIer　schon　die　Haferscheele　fUr　sein
／Bl．　165b／　Vieh　behXlt，　nochmals　den　wenigen　Korn　be－
zahlen　？
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　　れ〔の事柄〕は一層容易に，一層短時間に，はるかに少ない費用でもって結着がつく
　　であろう。我々はお上の承認を……請願する。
〔8）我々が国境地域の住民として年1300　Tlr一一の定額でもって特赦されているように見
　　える一般物品税に関して，我々は以下の理由から将来はこれを支払うことがもはやで
　　きない。
　　　　　　　　　　　　　　　　（21）　　　すなわち，市場町オルバーンハウは〔当〕ザイダ〔市〕から僅か1i時間ばかりの所
　　にあるが，この町は当市の我々と比べて全く小さな定額〔の一般物品税〕を年々，〔枢
　　　　　　　〔22）　　密〕財務委員会に支払うにすぎない。〔その場合この町には〕ボヘミアへの通過商業が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f23）　　明確に制限されている。しかし，周辺の，とくに我々の一般物品税監視〔区〕の，村
　　村にそれ〔商品〕を供給することは，現実には，溢れる〔ほど供給しているのだが〕，
　　これ〔制限〕としては決して了解されていないのである。なぜなら，籠，手押し車，
　　袋でばかりでなく，馬車に積んでも〔この町から〕当市の小売商人と行商人に対して
　　密輸入がなされるからである。
　　　それに加えてオルバーンハウは引入かの富裕な商人と小商人を引き寄せており，彼
　　らの営業部門，ボヘミア向けばかりでなく国内での闇取引も我々に不利になる。〔この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳　　町は現在〕ロース伯の裁判権の下にあり，かつてはザクセン国王の本省に〔直属して
　　いた〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔25｝
（9）我々にすでに高く．然り，きわめて高く，決められている物品税に加えて，我々，農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔26）
　　耕で生活する貧乏な都市住民と手工業者以上に製粉税に圧迫される者が誰かいるであ
　　ろうか。我々はすでに我々のすべての土地からあらゆる種類の公課を支払わねばならな
　　いのではないか。その上に，ライ麦あるいは大麦を残念ながらほとんど栽培しない我
　　我は，我々の燕麦のパンについてなお若干のライ麦を支払わねばならないのか。我々
　　　　　　　　　　　ドは普通は14Mtzの燕麦と2Mtzの劣等な山地産ライ麦を混合して，水車〔屋〕に渡す
　　が，粉屋は彼の家畜のために燕麦の籾殻をも取ってしまうのである。
　一一1834年からは間接税役所（Hauptzoll－und　Hauptsteueramt）が間接税に関する
　下級官庁となった。SChmidt　1966，　S．155．
（13）管区においては，管区廷吏（Amtsfron，　Gerichtsknecht）が農村の下僕と呼ばれ
　ていた。Blaschke　1956，　S．352；Blaschke　1962，　S．15．
（14）1735年に創設された商業委員会（Commerziendeputation＞および，1764年に改組拡
　充された経済委員会（Landes－6konomie－Manufaktur－und　comm’erziendeputation）
　は1755年と，72年に，そして90年からは毎年，全ザクセンの裁判所に管内の三大年令
　区分別人口総数を報告させた。これは当時唯一の全国人口調査で，消費者総員名簿
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　　Wir　bitten　um　a：Llerh6chs七　miユdeste　Linderung．
　　10）　Mit　der　Meischsteuer　hat　es　dasselbe　Bewandnif6．　’So　oft
die　Pacht．　Termine　von　6　zu　6　Jahren　sich　endigen，　muB　bei　E．
Wohl16bl．　Creisarnte　zu　Pireyberg　von　neuen　angesucht　werden．　Er－
hal七en　ka㎜es　jede　Co㎜㎜aufs　neue一一dies　wird　nicht　abge－
schlagen一．　Jedoch　is七lede　C。㎜㎜gen6thigeちalユemal　ein
Plus　zu　ver，willigen，　anstatt　ein　ltinus　zu　erbitten，　aueh　haben
wir　noch　die　Kosten　zu　bgrichtigen．
　　Wir　bitten　ehrfurch七svo：Ll　㎜Mindenmg．
　　ll）　工n．Beもreff　derer　von　E．　Hohen　工、andesregienmg　so　viel－
fach　ertheilten　Concef3ionen，　so　wohl　fUr　Handel，　Handwerks－
zUrifte　und　dergleichen　jeder　Art　aufs　Land　leiden　wir　alle　in
der　Stadt　zu　sehr，　wenn　es　auf　zeitherige　Art　ferner　geschehen
soU七e．
　　Wir　bi七ten　a＝L］．enmterthUnigst　um　Ab蟹nderung．
　　Nun　m6chten　einstweUen　die　den　K6nigl．
／Bl．　166／　SzachB．　Landen　uns　betreffenden　VortrUge　in
aユユer　Ehrfurch七　zu　AllerhUchs七　de？o　FUBen　ge：Legt　sein，　wo　wir
jedoch　a］ユenmter七hUnigst　bi七ten，　daB　wir　uns　einen．e七wanigen
Nachtrag　seiner　Zeit　vorzutragen　subniissest　vorbehalten　dUrfen，
und　un　Aユ1erhδchs七e　Gene㎞ig一㎜d　Minderung　noc㎞als　demU七hig
bi七七en●　　　　’
　　Nun　wagen　wir　auch　noch　．
　　unsere　gegen　die　Hoehadelich　Gerichtsherrschaftlichen　uns　zu
har七　scheinenden　Verh蟹1七nisses　noch　den　und　jenen　Vor七rag　zur
a＝LlerhUchs七en　Einwirkung　bringen　zu　（IUrfen；　A工s　：
　　1）haben　wir　an　工nquisi七ionskosten　allj質hr］．ich　Ein　田］．r輯　贈
auf　jedes　brauberechtig七e　Haus，　一　＝L2　Gr　聯　auf　jedes　unbraube－
reehtigte　Haus，　一　6　Gr　一　jeder　Hausgenosse，　so　auch　jedes
Bauerguth　Ein　Thaler一，　die　ttbrigen　Einwohner　nach　VerhU1七一
niB　zu　en七rich七en，　da㎜七er　Ein　J鵡w。　wir　es　zweimal　haben
aufbringen　mUssen．　Zwar　wird　dieses　in　PreuB．　Gelde　angenommen，
ko㎜七ab．er　d。ch　eine　gewiB　groBe　Surnrne　in　der　ganzen　Gerich七s－
herrschaf七　von　d．en　Unterthanen
／Bl．　166b／　zweier　RittergUther　zusammen，　incl．　der
vieZen　volkreichen　Oberd6rfer，　Neuhausen　und　Dittersbach．
　　Zu　welchern　Bedarf　is七　soviel　erforderユich　？
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　　　我々はお上による軽減を請願する。
（10）肉税についても事情は同じである。徴税請負期間が6年で終る毎に．フライベルクの
　　……特別管区に改めて願い出る必要がある。どの共同体もそれ〔徴税請負〕を更新す
　　ることができる。これは拒絶されない。しかしながら．各共同体は〔金額の〕減少を
　　許されないで，増加への同意を毎回余儀なくされる。その上に我々は手数料をも支払
　　わねばならない。我々は軽減を……請願する。
（11）農村での各種の商業，手工業ツンフトなどについて……本領統治局によってしばしば
　　　　　　　　（27）
　　賦与される認可に関して，これが従来の仕方でさらに行なわれる時には，我々，当市
　　内のすべての者は非常に苦しむ。　〔そのために〕我々は変更を……請願する。
　さしあたり我々はザクセン王国に関連する上申を……お上に提出する。我々は後に万一
　　（28）
の追加を……上申する権i利の留保を，そしてまた，お上の承認と軽減を今一度……請願す
る。
〔（u）　裁判領主に関する上申〕
　今度は我々は，……裁判領主に関して厳しすぎると思われる我々の事情を，お上の介入
のために上申する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）（1）我々は糸L問の費用として毎年，醸造権のある家がおのおの1Tlr一一，醸造権のない
　　家がおのおの一12Gr一，借家人がおのおの一6Gr一，農民保有地がおのおの1Tlr一
一，他の住民は事情に応じて支払い，時には1年に2度も納めねばならない。これは
プロイセンの通貨で受け取られるが，裁判区全体のそれ〔糺問の費用〕，すなわち，人
口の多い上部の焔々，ノイハウゼン，ディッタースバハ〔など〕を含む2騎士領の領
民からのそれは非常な巨額になる。
　何のためにこれほど多く〔の糺問の費用〕が必要であるのか。ザイダあるいは．か
　　（Konsumentenverzeichnis）と呼ばれた。ただし，これは実際の入口調査に基づく
　ものではなかった。消費者総員名簿の最後は1830年で，1832年からは本格的な人［．1調
　査が実施された。Bev61kerung　1830，　S，24；Bev61kerung　1832，　S．44；Blaschke
　l967，　S．29－30．　消費者名簿は消費者総員名簿のことである。
（15）1724年創設の一般火災〔保険〕金庫（Generalbrandkasse）は1787年に2種の金庫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改組された。不動産火災〔保険〕金庫（lmmobiliarbrandkasse）については25・Tlr
　以上の全家屋が加入を義務付けられ，家屋所有者の自己査定に基づいて火災〔保険〕
　台帳（Brandkataster）が作成された。動産火災〔保険〕金庫（Mobiliarbrandkasse）
　への加入は自由意志によった。R6mer　1788，　S．467－470．　火災〔保険〕金庫は
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　　Von　Saida　oder　der　uns　son8t　einverleib七　gewesenen　Ort層
schaf七en　sind　wenig　oder　gar　keine　Deliquenten　dahin　abgegeben
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　wordent　welche　nich七　selbs七　in　ihren　KrUf七en　oder　Ver’rn6gen　ge葡
habt　hUt七en，　das　Sitzege：Ld　und　Un七ersuchungskosten　zu　berichti－
gen・
a）Wa㎜h蟄lt　man　soユche　Sachen，　die　denen　Co㎜㎜en　allein
zur　Las七　fa1＝Len，　so　lange　auf　？
　　b）wer　ha七w6hl　die　meisten工nquisiten　nach　Purschenstein
abgegeben　？
　　Bes七i㎜七nich七Saida　mit　seinen　sons七dazu　geh6rig　gewesenen
Or七schaftens　sondern　Neuhausen，　die　herrschaf七1．　Diens七一Perso－
na］．輌Geb蟄ude，　die　zum　Ri七t；ergu七h　Purschenstein　ehedeエn　geh6rigen
Obern　Or七schaften．　Z．　B．　die　im　Jahre　1814　en七sp㎜genen
Mδrd6r，　der　Schaafmeister　Hengst　und　Kaden　aus　Neuhausen，
welche　beide，　soviel　uns　wissend　denen　Co㎜岨en　allein　gegen
oder　Uber　890　［1］ユr一　一　gekos七e’七　haben　sollen，　inc］．．
／Bユ．　167／　　　　　　　　der　dreimaligen　s七arken　Defensionskos七en
　　c）　verdienen　wohl　anerkann七e　und　Uberwiesene　M～3rder，　da8　man
i㎞en　eine　dreima：Lige　Vertheidigung　auf　Kosten　der　Unterthanen
ges七at｝tet　？　一　und　nach　welchern　Liquida七iQns－Ansatz　？
　　Wie　ko㎜en　wir　dazu，　daB　wir　fUr　M6rder　und　dergleichen　Vaga－
bonden　ebenfalls　das　zahlen　sollen，　wie　andere　deren　es　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jurisdietion　gem齪allein　angeh七？und㎜s　nicht七angir七．
　　Wir　bit七en　daher　a］．ユe㎜七er七h夏nigst，　uns　in　diesem　Fach　vom
Ri七七ergu七he　Purschenstein　zu　separirenp　wo　wir　dann　die　auf
unsern　Theil　etwa　wider　Erwar七erl　e七wa　七reffenden　Bei七r蟹ge　auch
allein　zu　tragen　haben　wUrden。
　　Es　mttssen　ja　auch　alle　工nquisiten　den　Frohn　wirkliche　Frohn－
diensteユeis七en，　de㎜Jeder　und　Jedes　deren　er　tUglich　kδ㎜te
man　sagen　in　seinen　GawahrsaTn　bek。mmts　mUBen　i㎞den　Fro㎞
auch　fr（～hnen，　Z。　B．　　．
　　α）　Jeder　工nculpat；muB　i㎞Holz　k〕．ein　machens　Pferde　putzens
Stall　ausr蟹㎜en，　kurz　alユes　was　er　zu　seiner　Bequelnlichkei七
brauch七，　a］．s　Frohn　selbs七
／B1．　ユ67b／　　　　引　　machen　sollte，　und　k6nn七es　oder　wenigstens
bezahlen，　sogar　S七iefel　wichsen，　Kleider　auskユopfen，　une．n七geld－
lich　verrichten．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）　　つて我々〔騎士領ザイダ〕に編入されていた旨々は，拘置のための費用と取調べ費用
　　を自分で支払う能力あるいは財産のない被告人をほとんどあるいは全然引き渡したこ
　　とがない〔にもかかわらず〕。
〔a）諸共同体のみの負担となるこのような事件を，なぜ種々はこれほど長く引き留めるの
　　か。
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ〔b）最も多くの被告人をプルシェンジュタイン〔の裁判所〕に引き渡したのは誰か。
　　〔それは，〕　かつてそれ〔騎士領ザイダ〕に属した村々を含む〔当〕ザイダ〔市〕で
　　は決してなく，ノイハウゼンであり，領主の使用人小屋であり，かつて騎士領プルシ
　　ェンシュタインに属していた上部の村々である。例えば，1814年の殺人者はノイハウ
　　ゼンの牧羊親方ヘンクストとカデンであり，我々の知るかぎり，この2人は3回の高
　　い弁護費を含めて約890Tlr一一，あるいはそれ以上を諸共同体に費やさせた。
（c）天下周知の殺人者が，領民の負担によって許される3回の弁護に値するか。そして，
　　〔弁護は〕どのような請求額によってなされるか。、　・
　　　裁判において他の者にのみ係わって，我々に係わりのない殺人者と浮浪人のために，
　　我々がどうしてそれ〔糺問の費用〕を支払わねばならないのか。そのために我々はこ
　　の問題で我々を騎士領プルシェンシュタインから分離するよう……請願する。その時
　　〔分離実現の後〕には我々は，我々の部分〔騎士領ザイダの領域〕で期待に反して万
　　一生じる分担金を単独で負担するであろう。
　　　また，すべての被告人は廷吏に対して実際に賦役を果たさねばならない。なぜなら，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）　　日々に，と言ってよい〔ほど数多く〕牢獄に入ってくる者はいかなる者も1彼，廷吏
　　に対して賦役を果たさねばならないからである。例えば1
（ω　すべての被告人は彼のために材木を小さく切り，馬の手入れをし，厩舎を掃除せねば
　　ならず，簡単に言えば，彼〔廷吏〕が安楽のために必要とするもの，廷吏として自ら
　　なすべきであり，なしうるもの，あるいは，少なくとも〔その労働に対して〕支払う
　　〔べき〕もの一切を，長靴を磨き，衣服の塵を叩く’ことさえ，無償で果たさねばなら
　　ない。
　1835年11月141．1の法律により改組された。対象地域は本領地域から全王国に拡大され，
　給付額が引き下げられた。Schmidt　1966，　S，161－162．
（16）1720年に裁判領主は貧民救済のために貧民金庫の設立を命令されたが，この規定は
　18世紀末にほとんど順守されていなかった。R6mer．1788，　S．454．　　宗教改革に
　ともなって1555年の法律は貧民救済を官憲（世襲裁判領主）と教区の義務と規定した
　が，1661年の法律はそれを共同体に割り当てた。そして，1834年11月26日および1840
一239一
640　・
　　B）　Jede　Geschwzangerte，　sie　sei　reich　oder　arm，　ist　einnerLey
muB　fUr　ihrn　unentgeldlich，　nach　ihren　Kennt一　oder　VerhYltniBen，
spinnen，　ntihen，　stickens　stricken，　Kinder　warten，　jzatens　Gar－
tenarbei七　Und　was　sonst　vorfZa）1七，　unent；ge：Ld］．ich　verrich七en，　da－
durch　gewinnt　ein　solcher　Mensch　viel，　man　schzatzt　seinen
Diens七wenigstens　600皿r一一㎜d　kann　solchen　j蟹hrlich　be七一
曲h七lich　h6her　anne㎞en．
　　γ）Kδ㎜ten工nculpa七en。der　andere　S七rUfUnge，　denen　Besc澱f一
七igung　s七att　des　d㎜pfen　Kerkers　zur　Gesundheit㎜d　W．ohl　dient，
nich七auch　diesen　Diens七，　denn－er　komm七ihnen　zus　aber
keineswegs　dem　Frohn，　一　zur　工nquisitions－Gas・se　zahlen，　um
die　Sitz一　und　Atzungs－Gebtlhren　einigerrmaassen　zu　mindern，　auch
wohl　zu　decken　？
　　δ）　工n　frUhern　Jahren　vor　18ユ2　zahlt；e　ein　brauberechtigtes
Haus　oder　Hufengu七hs－Besitzer　j蟹hr］．ich　e七wa　－　4　Gr鞠　h～3chsもens
／Bl．　］．68／　　　　　　　　一　8　Gr韓　zur　工nquisitions脚Gasse，　wie　unsere
Qui七七ungsbUcher　besagen，　auch　waren　wohl　Ein　oder　Zwei　Jahr
darzwis’モ??氏@ganz　frei．　一一一　und　itzt　so　sehr　stark．　一一一一　Wie
viel　wir　noch　dahin　zu　bezahlen　schuldig　sein　sollen，　getrauen
wir　uns　nicht　zu　sagen，　die　Smme　soll　groB　sein．
　　ε）　Auch　6f七ers　viele　工nq．　Wachtge］．der　haben　wir　p．　Haus　in
der　Stadt，　ein　Bauerguth　一　4　Gr　一　zahlen　mUssen，　welches　der
Frohn　selbst　aufgegeben　und　auch　selbst　in　Eimpfang　genornmen
hat．　Wie　der　darnalige　Stadtrichter，　so　es　einnehmen　mUssen　zu
a七testiren，　aufzufordern　i8t。
　　Wir　bi七ten　daher　auch　hi、er　um　h5chs七weisere　Abs七回目lung　und
Mindemmg　in　a］ユer　UnもerthZanigkeit．
　　2）　工nunser　S七adもgerichts－　und　Ra七hspersonal　ist　wohl　nach
unserm　unterthUnigsten　umaaBgeblighen　Vortrag　eine　billige
AbUndemmg　und　besonders　Reduction　der　vier　Raths　Assessores
auf　Z遡　in　a：Ller　Unterth蟹nigkeit　zu　bit七en；　wodurch　unsre
ohnedieB　schwache　Czammereikasse　eine　GehaltsersparniB　machen
wUrde．　Noch　dehnen　wir　unsere　al：Lersubmisses七e　Bit七e　auch
dahin
／Bl．　168b／　aus　：
　　daB　wir　unsere　Vorgesetzten　aus　unsern　Mi七b質rgern　selbs七　zu
wtthlen　und　nicht　erst　rnehrere　Subjekte　erst　bei　der　Gerichts一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）〔β｝すべての妊婦は，．富裕であっても貧乏であっても一様に，知識と．事情に応じて彼のた
　　めに無償で紡糸．針仕・事，刺繍，編物，子守り，除草，庭仕事，その他のことを果た
　　さねばならない。それによってこの男は非常な利益を得る。彼に対する賦役は少なく
　　とも600Tlr一一と評価されるが，毎年これよりはるかに多いと考えられる。
（γ）被告人あるいはその他の囚人の仕事は息苦しい牢獄〔の中でなされるの〕ではなく，
　　健康と健勝に役立つ〔べき〕あり，また，この〔廷吏春の〕賦役に〔役立つべきもの
　　でもない〕。なぜなら，これ〔仕事〕は彼ら〔囚人〕にであって，決して廷吏に帰属す
　　る〔べきもの〕ではないからである。そこで彼らは，拘置のための費用と食費をある
　　程度減らすために，あるいは，それをすべて支弁するためにt〔その労働によって〕糺
　　問〔訴訟〕金庫に支払うことが可能ではなかろうか。
（δ）1812年以前の時期には，我々〔当市〕の受領簿から明らかなように，醸造権をもつ家
　　あるいはフーフェ保有農は年に約一4Gr一，高くても一一8Gr一を糺問〔訴訟〕金庫に支
　　払った。その間1－2年は全く免除されていた。〔しかしながら，それは〕現在では非
　　常に大きい。我々は，そこにどれだけ支払うべきであるかを言うだけの自信がないが，
　　総額は大きいはずである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）（ε）我々は当市内の家と農民保有地からおのおの一4Gr一の被告人警衛金をしばしば支
　　払わねばならない。これを廷吏は自ら賦課し，自ら受け取る。〔しかしながら，〕これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
　　を徴収すべき〔であった〕昔の市裁判官がそうであるように，〔廷吏に対しても受領を〕
　　確認することが要求されるべきである。
　　　そのために我々はここにおいてもお上による是正と軽減を……請願する。’
〔2）我々の市裁判所および市参事会の役人について我々の……上申によれば正当な変更，
　　とくに，4入の市参事会員の2人への縮小を我々は……請願する。それによって，我
　　我〔当市〕のもともと弱体な市金庫は給料を節約することになろう。我々はさらに進
　　めて，我々〔当市〕の役人を我々が同僚市民の中から自ら選出してよいように，また，
　　数人〔の名簿〕を選択と承認のために裁判領主に提出しなくてもよいように……請願
　年！0月22Hの法律は♪1攻血を各自治体の義務と定めた。　Kuntze，　S．55，66；Schmidt
　1966．　S，　159－160，　　　’（17）原文をわたくしはnach　nach　allen　Richtungenとしか読むことができないが，
　nach　aHen　Richtungenと解する。
（18）裁判所費用および弁護士，公証人，廷吏，筆耕の手数料に関する1812年9月12日の
　公定料金法は，ユ840年11月26日に改正された。Gesetzsammlung　1840，　Si　373－416．
（19）1700年に再導入され定着した印紙税（Stempel｛mpost）は，印紙，トランプ，暦に
　対する消費税である。印紙については公定印紙令（Stempeltaxe）が公布されていた。
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herrschaf七　zur　AuswahX　und　Genehrnigung　einreichen　dUrften．
　　wir　bit七en　aユ：Lerun七er七h蟹nigs七　darun．
　　5）　Obg＝Leich　wir　als　BUrger　und　Stad七bewohner　bei　fr’V［hep　en七一
s七andenen　願multen　und　Unruhen　der　Landbewohner，　uns　jederzeit
friedlich　und　ganz　ruhig　benorrmen　haben，　aueh　besonders　jetzt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
unsern　allverehrten　Kesnig　’Anton　und　dessen　von　uns　allgelieb－
ten　Mitregenten，　Herzog　Friedrich　Augus七　von　Sachsen　KUnigユ．
Hoheit　mit　fester　Treue　und　unverbrUchliehsten　Gehorsam　an－
hangen　und　auch　darin　ersterben　werden，　so　drUckt　uns　doch　ein
Schuh　noch　sehr　hart　und　schinerzhaft，　welches　wohl　noch　von
Jahren　1200　bis　1500　herrtlhren，　und　seinen　Urspnmg　von　der
frUhern　Leibeigenschaf七haben　dUrf七e．　NZarnlich
　　die　Herrschaf七1．　Schaaftriften　und　be一
／Bl．　169／　sonders　Weiden，　welches　wir　h5hern　Orts　be－
sonders　zu　berUeksichtigen　ganz　demuthsvoll　bitten．
　　Denn　wenn　ein　frei　sein　sollender　BUrger　der　Stadt，　ja　auch
der　Landrnanns　一一．　er　sei　wer　er　soll　oder　will）　一　sein　zu
vers七euern　habendes　Gu七h，　oder　sons七　rechtlicher　Weise　an　sich
gebrach七es　G㎜ds七Uck　，　von　herrschaftl．．　Schaafen，　nach　dem
Erbregister，　welches　den　7．　paovernber　1737　confir’rnirt　ist，　un，d
wo　es　nur　heiBt
　　KUchen－Schaafe　’一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　es　ist　zwar　dabei　keine　Zahl　angegeben，　．　aber　wie　vie］braucht　wohl　eine　Gerichtsherrsehaft　zu　Starnrn一　und　Fortzueht
4　bis　500　StUck　dUrften　wohl　hinlzanglich　sein　？　一一一　aber　wohl
schwerlich　2000　bis　2500　StUck，　wie　es　dermalen　bei　vorigen
Oeconomiepach七ern　zu　Purschenstein　der　Fa］．l　gewesen　is七，
　　soll　vor一　und　aushUthen　laBen，　besonders　zur　FrUhjahrszeit，
wo　sich　jeder　rech七ユiche　Bttrger　und　Wi　r七h　alle　｝工Uhe　gieb七，　ein
Gra3spei］．erchen　heraus　zu　lockens　ユ蟹Bt
／Bl．　169b／　Grnben　zur　BewUBemmg　und　Abzttgen　maehen，
auf　ei㎜al　ist　mit　dem　g坦p餌．　im　Win七er　an　der　Krippe　mager
㎜dma七七　gewordenen　Schaafen　alles　verwUs七e七，　es　wird　abgenagt，
die　Wurzel　nieht　geschont，　und　ohne　Barmerzigkeit　vernichtet．
　　Ja，　die　Schaafknechte　sprechen　selbst　量Iaus　den　S七a］．1　七reiben
wir　Schaafe，　elende　und　Krankep　aber　die　Saidaer　Fユuren　：un嘲
sere　G蟄r七en　：　bringen　oderユiefern　uns　al＝Le　gesund　anheimll＿
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　　する。我々はこれを……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）〔3）我々は市民および都市住民として，かつて発生した農村住民の暴動と一揆の際には常
　　に平穏，平静に振る舞ったし，とくに現在も……国王アントーンと……摂政フリード
　　リヒ・アウグストに忠実，従順に味方して……いるけれども，1200－1300年に起こり，
　　かっての農奴制に起源をもつ鉄金具が，我々を非常に厳しく，そして手痛く圧迫する。
　　すなわち，〔それは〕領主の羊の若道ととくに放牧地〔の利用権〕であり，それをとく
　　に考慮するよう我々はお上に……請願する。
　　　なぜなら，当市の自由たるべき市民は，農村住民も，誰であろうとも，課税される
　　彼の保有地あるいは適法に入手した土地で，領主の羊を，1737年11月7日に承認され
　　た世襲台帳に従って放牧させねばならないからである。　　そこ〔世襲台帳〕には台
　　所用羊だけが述べられていて，数字は挙げられていない。しかし，継続的飼育のため
　　には裁判領主〔の羊〕は400－500頭で十分ではなかろうか。プルシェンシュタインの
　　前の総借地人の下でそうであったように，2000－2500頭〔が許されると見なすこと〕
　　は困難であろう。
　　　とりわけ，実直な市民と農業者が小さな1串の草を引き出すのに骨を折り，潅1既用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36｝　　の溝と排水溝とを作らせる春には，冬の間，　〔空の〕飼料桶のために痩せて生気の
　　なくなった羊が，すべてのもの〔青草〕を一度に略奪し，噛み取ってしまう。そして，
　　〔草の〕根も大切にしないで，無情にも全滅．させてしまうのである。実際．牧者たち
　　は言っている。『我々は厩舎から羊を，すなわち，哀れな病人を追い立てる。、しかし，
　　ザイダの土地が，これは我々の園地のことであるが，すべて〔の羊〕を元気にする』と。
　R6mer　1788，　S．608；BehrendtS，　S．20　　1830年における現行法は1819年1月11
　日法で，これは1876年11月13日法により廃止された。Gesetzsammlung　1819，　S．25－
　70；Gesetzsammlung　1876，　S．　473．
（20）原文をわたくしはaussauchen，としか読むことができないが，　aussaugenと解す
　る。
（21）エルッゲビ1レゲ県ラウターシュタイン管区の市場町。この町は1699－1750年には同
　管区の首邑であったが，その後，領邦君主直属の騎士領オルバーンハウに所属した。
　その領主はロース（LoB）伯であった。当地の商工業がきわめて活溌であったために，
　1834年の人口は2318人（257戸）に達した。1902年目は市制が施行された。Schumann，
　Bd．　7，　S．　792H806；Schumann，　Bd．　18，　S．　411－412；Schiffner　1839，　S．　247－
　249；Blaschke　1957，　S．　325；Blaschke　1965，　S．　264－265．
（22）枢密会計委員会（das　Geheime　Kammerkollegium），一般物品税委員会（Gene－
　ralakziskollegium）などを統合して1782年に設置された中央財務官庁。これは1831年
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　wir　nochrna］，s　in　tiefster　Submission　um　Abs七eユlung　bit七en．
　　4）　Zei七her　hat　jeder　BUrger　und　Unter七han，　die　wir　doch　mi七
unserer　S七adt　nichもun七er　dem　Erbregisもer　vom　7。　November　1757
stehen，　folglieh’fre±e　BUrge？　s±nd，　auch　unsere　separaten
S七ad七briefe　eonfinm。　von　1463　haben，　so　davon　nichts　en七haユ七en，
　　wenn　er　ein　Gapi七al　zur　Verbesserung　seine．r　Wir七hschaft　oder
Gesch駿fちe　auf　herrschaftユ．　Gonsens　erborgen　gewolユt；，
　　Zwei　Thaler　一　一
　　一　　　”　　Guns七geld　genannts　zahiLen　mUssen．　　Derjenige　sQ　Geユd　borgen
muf5，　ist　gew6hn］．ich　schon　ein　armer　Teufeユ，　der．keine
／B］．．　170／　　　　　　　　　Bu七七er　z㎜　Kartoffeユn　genieSen　kann。　　Soll
er　nuns　wenn　er　e七wa　keirle　dringende　Schuユden　bezahlen　will，
ein　Capital魑von　1000　Tユr一一aufni㎜七：
　　a）　der　Gepichもsherrschaf七　20　「Nr一　一，　a　2　p．　C．　（｝uns七geld　ab噂
geben；
　　b）　fUr　was　giebt　er　dieses　？　’
　　e）　borgt　man　heute　XOOO　Tlr，　morgen　ist　man　wohl　zahlungsun一
州ig，　wer　bezahl七？　das　von　der　Herrschaft　geno㎜ene　Gunst－
geユd，　：　gleichsarn　SOIユte　eS　eine　AsseCUyanz　sein　：　aber　Ge幣
richte　und　deren　Herrschaf七　ziehen　sich　zurUck，　haben　2　p．　C。
excユ．　der　Ubrigen　starken　Gerich七skosten，　vom　erborg七en　Capi一
七al　schon　abgezogen，　und　der　Creditor　f蟹ユ1t　in　Verlus七。
　　in　jeden　dergleichen　DocumenC　ist　ja　auch　ausdrttcklich　ge－
sagt　：　’tJedoch　Uns，　Hoehadelicher　Gerichtsherrschaft，　auch
sonst　jedermann，　ohne　Schaden　und　1ifachtheil，　it　pp．
　　Dieses　Gunstgeld　bitten　wir　±n　aller　Submission　fUr　die　Zu－
ktmft　zu　beseitigen；　t　　Denn　wir　sind　ja　BUrger　der　Stadt，　welche　hicht　unter　dern
Erbregister　stehen．　’
／Bl．1マOb／　　　　Auch　in　frUhern　Zei七en　ist　die　Stadt　von
diesem　Gunstgelde　befreit　gewesen，　und　nur　itzt　sind　wir　dazu
gezog6n　worden．　Wiユユ　ja　ein　oder　der　andre　diese　al七e　Gerecht糟
saエne　behaup七ens　so　wird　er　abgewiesen，　und　wUrde　sich　ja　nur
Feindschaft　und　Kosten　zuziehen．　Ja，　der　EinzeZne　dem　das
Sehicksal　七rifft，　Geld　zu　erborgen，　ist　ja　ohnedieB　schon　of七
armt　er　wUrde　auf　eigne　Kosten　das　Bette　rnachen　rnttssen，　in
welches　sieh　die　Nachfolger　bequemlich　iegten，　dies　verscheut
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　　　我々は今一度是正を……請願する。
（4）我々は当市と同じく1737年11月7日の世襲台帳に服さない，したがって．自由市民で
　　あり，1463年に承認された別個の都市特許状を持っており，これ〔特許状〕はそれに
　　ついて〔の規定を〕何も含んでいない〔にもかかわらず〕，すべての市民と領民は経営
　　あるいは事業の改善のために領主の承認の下に資本〔100　Tlr一一〕を借り入れようと
　　　　　　　　　　　　　　（37）　　する場合，2　Tlr一一の認可料と1呼ばれる〔貢租〕を従来支払わねばならなかった。
　　借金せねばならぬ者は，通常，馬鈴薯にバターを付けて食べることもできない哀れな
　　　　　　　　　　　　　　　　（38）　　奴である。彼は，例えば緊急の負債を返済しようとして，IOOO　Tlr一一の賛本を借用
　　した場合，
（a｝裁判領主に2％の認可料として20Tlr一一を引き渡さねばならない。
〔b）何のために彼はこれを支払うのか。
〔cl今日1000　Tlr一一一をfiltり入れた者が，明しlに支払不能になると，誰が，領主の受け取
　　る認可料を支払うのか。それはあたかも保険のようである〔けれども〕，裁判所とその
　　領主は手を引いていて，借り入れた資本から2％をtその他の高い裁判所の費用の他
　　にすでに控除している。債権者が損害を受けるわけである。〔なぜなら，〕このような
　　書類にはどれにも，『しかしながら，我々……裁判領主，その他誰にも損害と不利益を
　　与えない』云云と明旨されている〔からである〕。
　　　我々はこの認可料を将来廃止するよう……請願する。
　　　なぜなら．我々は，世襲台帳に服さない都市市民であるからである。また，当市は
　　昔はこの認可料を免除されていたのであり．我々がそれを課されるのは今だけである。
　　ある者がこの古くからの権利を主張しようとすると，彼〔の主張〕・は却下され．敵意
　　と出費だけが〔彼に〕生じる。実際，借金する運命に見舞われた個人は．それでなく
　　てもしばしば貧乏である。彼は，相続人が快適に身を横たえる寝台を，自分の費用で
　　もって整えねばならない。誰もがそれを恐れている。そのために我々はここで一致し
　に大蔵省に改組され，1834年には，身分制議会の承認を必要とする租税に関する中央
　官庁，上級租税委員会（Obersteuerkollegium）をも併合・した。　R6mer　1788，　S．98－
　101；Blaschke　1962，　S，　7；Schmidt　1966，　S．　50，　219．
（23）これは，前論（11）の・般物品税監視官の権限の及ぶ範囲を指すのではなかろうか。
（24）ザクセンの中央官庁に内閣6省（Fachministerien）需【」が導入されたのは1831年12月
　1日であった。Schmidt　l966，　S．204．　　ここでの表現は，オルバーンハウがかつ
　ては管区村落であったことから，なされたものであろう。
（25）ザクセンには，1641年から恒常的に徴収されたラント物品税（Landaccise）一一一一．「司
　内製品にも外国製品にも，また，都市でも農村でも売買の度毎に商品の｛耐各に従って
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ein　Jeder，　dar㎜bit七en　wir　hier　eins七i㎜ig　in　a1ユer　Unter一
七h蟹nigkeit㎜aユlerhUchs七e　Abs七ellung．
　　5）レii七den　Gebur七sbriefen　sind　wir　alle，　we㎜ein　Va七er　sei－
nen　ehelichen　Sohm　ein　ehrliches　Hanqwerk　lernen　lassen　will，
um　der　Nachwel七　eirユen　nU比z］．ichen　und　brauchbaren　S七aatsburger
zu　erziehen，　sehr　pressirt．
　　Geh6r七　solcher　un七er　Stad七一Jurisdic七ion　oder　un七ern　Ra七h，　so
ha七　er　drei　Thaler　一　一　an　se：Lbigen　zu　bezahlen，　geh6r七　solcher
／Bl．　171／　unter　die　1’JohllUbl．　Gerichte　als　Landbe－
wohner，　oder　ist　dort　geboren，　so　kostet　solehes　．F．Un．．．．．C”　’Dhaler　一一
一　Gonv・　Ge］．d．
』Dieseg　f蟄1］．七　㎜s　armen　BUrger　sehv　schwer．　一　Der　arme　Va輌
ter　kann　wohl　nur　mUhsarn　das　Aufdinge一　und　Lehrgeld　fUr　s　ein
Kind　erschwingen，　und　soll，　wenn　er　deren　wohl　viele　hat，　noch
3　0der　5　Thaユer　一　一・　zah］．er1．　　．
　　L’in　’raufzeugniCo　sub　fide　pastorali，　da13　er　ehelicher　Geburt
seiJ　besagt　ja　dieses　ohnediets　schon，　nach　welchem　erst　der
Gebur七口brief　ausgefer七ige七werden　ka㎜．
　　Wir　bi七もen　a1ユerun七er七h盤nigs七　um　Absteユ：Lung．
　　6）　B蟹ckel㌧　Fleischer，　Schuhmacher，　Brann七weinbrenners　Leine－
weber　und　andere工㎜㎜gen　hiesigen　Or七s，　mttssen　alljZlhrlich
einen　Bank－　Bユasen－　und　wie　diese　Zirmsen　a］．len　heiBen，　die
Fユeischer　auch　Bank・・lnse］．七　gena㎜七　geben，　wovon　einen　Theiユ
die　hiesigen　Kirchen一　und　Schuldiener　unentgeldlich　erhalten，
das　Residurn　an　Gelde　naeh　？ursohenstein
／Bユ．　171b／　　　　　　　　　z｝Um　Rentam七e　abfUhreh．
　　Wir　haben　ja　weder　B蟹nke，　noch　s．ons七　dergユeichen　Auss七Unde．
Kein　BUrger　und　Branntweinbrenner，　so　alle　Hohe　ConceBiones
haben，　dttrfen　ja　nicht　ein　einziges　Glas　Branntwein　in　einzel－
nen　verschenken，　oder　eine　Flasche　S七ad七bier　an　J’emand　ver臼
kaufen，　alles　is七blos　z㎜Ra七hskeユ1e即ir七h　und　in　die　zwei
GasthVfe　gewiesen，　bei　starker　Strafe．
　　wir　bi七七en　dahero　ane㎜七er七h蟹nigs七㎜Abs七elユung　und　hδch－
ster　Erlaubr｝iB　fUr　Le七z七re，　da　es　in　andern　S七蟹d七en　ja　auch　er口
1aubt　is七●
　　7）　Es　tri七七　〇f七　der　Fall　ein，　Ein　oder　der　andere　unserer
Mi七bUrger　erkranket；p16七z＝Lich，　er　will　seinen　le七z七en　Wilユen
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　　てお．上による是正を……請願する。
〔5）父親がその嫡出子に名誉ある手工業を修業させて，有用で有能な国家市民を後世のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）　　めに教育しようとする場合，我々のすべては出生証書によって非常に苦しめられる。
　　彼は，市裁判所あるいは市参事会に所属する場合には，そこに3Tlr一一を支払わね
　　ばならないのである。彼が農村住民として……〔騎士領の〕裁判所に所楓する，ある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［40）　　いは，そこ〔農村〕で生まれた場合には，それ〔出生証1納は協定貨幣で5Tlr一一
　　を要する。
　　　これは我々貧乏な市民にとって非常に重い。多く〔の子供〕がいる場合，貧乏な父
　　親は子供のための年季奉公金と従弟料を手に入れるだけでも困難であるが，その上に，
　　3あるいは5Tlr一一を〔出生証書のために〕支払わねばならないのである。牧師の
　　確認による洗礼証書が，嫡出子たることをすでt：述べており，出生証書はこれ〔洗礼
　　証霞〕によってのみ作成されうる〔にもかかわらず〕。
　　　我々は是正を……請願する。
（6）当地のパン屋，肉屋，靴屋，火酒製造者，麻織物工，その他のツンフトは毎年，売り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　141）
　　台賃租，蒸留器賃租，その他さまざまな名称の賃租を支払わねばならない。また，肉
　　屋は売り台の脂肪と呼ばれる〔賃租〕を支払い，その一部は当地の教会と学校の雇人
　　に無料で与え，残りは現金でプルシェンシュタインの出納局に納めねばならない。
　　　我々は売り台もその他の露店も持っていない。認可を得ている市民と火酒製造者が，
　　誰に対しても火酒を1杯も，また，当市のビールを1瓶も小売りしてはならないので
　　ある。すべて〔の酒〕は市庁舎の酒店の亭主と2軒の宿屋にのみ向けて〔卸売りされ
　　るべきであり〕．〔違反者は〕厳重に処罰される。
　　　そのために我々は是正と後者〔酒の小売〕に対するお上の許可を……請願する。こ
　　れも他の諸都市では許可されているからである。
（7｝我々の同僚市民の中のある者が突然病気になって，死後の紛争を調停するために遺書
　課税された消費税。Rbmer　1788，　S，594－598；Behrendts，　S．20．一もあるが，
　ここでは，前項で言及された一般物品税のことであろう。
（26）これはMahlgroschenあるいはMahlgroschensteuerのことであろう。後者は，
　1769年から本格的に徴収された消費税で，課税対象は，都市において製粉される
　小麦とライ麦であった。製粉税が賦課される代償として，都市では1ショック当り
　一一3Pf，および四季税3単位が農村においてより軽減された。　R6mer　1788，　S，592
　－593；Steuern，　S．5；Behrendts，　S，20，　　製粉税は1824年6月】2日の法律：によ
　り一一般物品税に統合され，1833年12月4日の法律により廃止された。Gesetzsammlung
　1824，　S．　90；Gesetzsammlung　1833，　S．　214．
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noch　aufse七zen　］，assen，　Um　nach　seinem　Tode　aユle　Streitigkeiten
besei七ige七　zu　haben；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　Wo　mtt8sen　wir　solches　itz七　anbringen　a］．s　blo串　in　Pur・schen－
s七ein　eine　gute　S七unde　von　hier　en七］．egen3
／B1の172／　　　　ehe　der　Bote　dahin　ko㎜t，　der　Gerich七sdi－
rec七〇r　auch　wohl　in　andem　Geseh蟹ften　no七hwendig　selbs七abwe－
send　sein　rnuBt　so　ka㎜es　nich七erfolgen，一一der　Kranke
s七irb七　vielleich　geschwind　dahin，一macht　dieB　nich豆fUr
Wi七七we　und　Kinder　groBe　Sensation　？　　　　　J
　　Auch　unsere　S七ad七behδrde，　Gerichte　und　Ra七h　wUnschten　wir，da
eine　fr・Uher　erbe七ene，　separate　Gerich七ss七elle　sub　：L　im　Eingang
dieses　in　aユler　Ehrfurcht　fUr　Saida　erbe七ens　jedoch　noch　nich七
a］．：Lergn蟹digs七　bewi］．lig七　worden，　daB　unser　S七ad七schreiber　als
N。七ar　pub1。　i㎜a七ricl．　s。lches　als　gUl七ig　verrich七en　kδnne．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　wir　bit七en㎜aユlerh5chste　Zus七irmung　in　aUer　Devotion．
　　8）　Die　Hypo七hek：enbUcher　Uber　a］ユe　unsre　s！肋mも］，iche　Grund－
s七ttcke　bei　Darlehn　oder　sons七igen　VorfUllen，　so　i七z七in　Pur－
schenstein　befindlich，wtlnschten　wir　sehr㎜七er　unser　Stad七ge－
rich七㎜d　Rath　ganz　sepam七von　dorもzu　haben，
／B］．。　172b／　　　　　　　　indem　sonst　soviel　Schw．ierigkei七en　mit　（｝eld－
Reiseaufwand　auch　Zei七verlust　en七s七ehen●
　　Wi　r　bit七en　um　a］ユerhδohste　Genehmigungθ
　　g）　Um　unsre　S七adt　war　ehedem　S’tadtmauer，　doppelte　Wa］．1gr蟹ben，
erst；re　mi七　Thttr’men　versehens　wie　es　in　aユten　Ri七terzei七en　zur
Fest；ungs－　und　Burgwehm廿bユich　war）　der　Zahn　der　Zei七　nag七e
solche　zusammen，　Luf七，　Regen　und　Fros七mergeユte　solehe　aus，　in
der　S七adt　brauchもen　wir　Steine　zum　Aufbau　nδ七higer　Geb駐ude，　wo鱒
duroh　Landesherrliches　工n七eresse　gewanns　wir　rissen　diese
al七en　Zahnlicken　gleichen　Rudura　weg，　und　bedien七en　uns　sol日
cherl　zun　Aufbau　s七euerbarer　H蟹user　hiesigen　Or七s．
　　Nun　wurde　freilich　eine　groBe　offene　Ebene，　unsere　BUrger－
schaft　is七　一　so　wie　es　auch　sein　soユ1，　一　specu：Lativ，　man
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
ebne七e　die　a’ユten　wUs七en　doppeユten　Waユ］．gr蟹ben　ein，　七rug　die　HU－
geユn　der　a1七en　Mauern　in　deren　「liefe，　und
／B：L．　175／　　　　　　　　　berei七e七en　dadurch　mehrere　n慣七zliche
kleineσo㎜ungrunds七Ucke　zu　Kar七〇ffeln－Krau七一und　GemU．Be－
pflanzungen．
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　　を作成しようとする場合がしばしば生じる。その場合，我々は今の所それを，ここか
　　らたっぷり1時間離れたプルシェンシュタイン〔の裁判所〕でしか届け出てはならな
　い。
　　使丁がそこに到着する前には，〔また彼が到著しても，〕領主裁判所長が他の仕事で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）　留守である時には，〔何事も〕行なわれえない。病人は多分急死するが，このことは未
　亡人と子供たちにとって大きな興奮を呼び起こさないであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［43）
　　当市当局，裁判所と市参事会に対して我々は，我々〔当市〕の市書記が国家登録済
　みの公証人としてこれ〔遺書の受理〕を合法的に行なうよう要望する。なぜなら，我
　我は以前に，〔そして〕これ〔本請願書〕の初めの〔工一〕Cl）において〔も〕，ザイダに
　ついての裁判所の分離を請願したが，これが……まだ同意されないからである。我々
　はお上の同意を……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C44）8｝貸付その他の事柄に関する我々のすべての土地の抵当登記簿は現在プルシェンシュタ
　　インにあるが，我々は，それをそこから全く分離して，我々〔当市〕の市裁判所と市
　参．事会の下に置くよう要望する。さもなければ，多くの困難が出費と旅費，また時間
　の損失とともに生じるからである。我々はお上の承認を請願する。
9レ昔の騎士の時代に砦と城の防御のために通例であったように，当市の周囲にはかつて
　　は市壁と二重の塁濠があり，前者には塔も付いていたが，時の破壊力はそれを閉じり
　取り，風と雨と霜はそれを痩せ衰えさせた。〔他方で〕我々は当市内に，〔我々に〕必
　要であって，領邦君主の利益に〔も〕なる建物の建築のために石材を必要とした。〔そ
　　のために〕我々は，古い欠け歯に似た，この廃虚を取り壊し，それ〔石材〕を当地の
　　課税される家屋の建築に利用した。
　　今や，広々とした平坦が出来た。我々〔当市〕の市民は，そうあるべきことである
　が，思索的である。昔の荒廃した二重の塁濠を平坦にする〔ために〕，その深みに昔の
　　〔市〕壁の丘〔の土砂〕が運ばれたのである。それによって馬鈴薯，キャベツ，野菜
　の栽培に役立っ小規模な市有地がいくつも造成された。これは望ましいことではなか
（27）本領地域農村では1767年1月29目の訓令および多くの同種の法律によって，商工業
　の経営が厳しく制限・抑止されていた。R6mer　1788，　S．484－486，829－83ユ；R6mer
　1792，S．185；松尾1968，281－284ページ。しかしながら，1767年1月29日の訓令に
　おいても，農村の卸売・小売は本領統治局の「明確な許可」ないし「特別の認可」が
　あれば許されること，大工，左官，仕立屋，鍛冶屋，車大工についても，本領統治局
　の「特別の認可」によって，1村に2人以上が認められること，が規定されていた。
　Codex，　S．941，943．一農村商工業に対する制限は1840年10月9日の法律によって
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　　War　dies　nich七　wUnschenswer七h　？
　　Auf　einnal　kommt　die　Gerichtsherrschaft　zum　Purschenstein，
und　rnaeht　die　alleinigsten　Anspr’Uche　auf　unser　eigenthtbnlich
zugehUriges　Stad七eigen七h㎜，1eider　waren　unsere　Vorfahren
etwas　unwissends　und　verstanden　die　Sache　nicht　wie　sie　es　ver．
stehen　so］ユ七en．
　　Aus　fast　Angst，　Drohung，　und　Behaupten　der　Geriehtsherr－
schaf七　gedmmgen，　denn　zum　ProzeB　ha七七en　Wir　kein　Geユd，　wurde
von　der　Gerich七sherrschaf七　fUr　diese　Waユ1－　und　Grabes七Ucke，
welche　wir　erst　mit　saurer　Mt：he　haben　urbar　rnachen　rnUssen
　　Zehn　Thaler　一　一
　　　　　　　ev　　als　ein　jUhrlicher　Erbzinns　abverlangt；　wir　schwach　und
armen　haben　es　auch　bis　je七z七　gegeben，　wtinschen　aber　da　es
　　　　　　　　　　　　－S七adt；eigen七hurn　sein　dUrfte，　kUnf七ig　davon
／Bl．　175b／　entledigt　zu　werden．
　　und　bitten　alユenmter七h蟹nig　urn　aユlerh5chs七e　GewZahnmg．
　　10）　Die　Ablegung　oder　vielmehr　eine　f6rmliche　Justification
aller　Cornmunal一一Rechnungen，　die　Ablegungen　sind　zwar　erfolgt，
aber　leider　das　letztre　nicht，　wUnschen　wir　nun　doch，　daB　es
mit；Erns七　betrieben　wird．　AufSens七口nde　an　Res七en　haben　wir　ge脚
nug　und　stark，　verlieren　solche　am　Ende，　oder　man　setzt　solche
dern　unschuldigen　Einnehrner　wohl　gar　als　einen　Ersatz　an，　wie
k蟄me　dieser　dazu？we㎜man　die　Haup七restan七enp　vom　Executions－
zeddel　weglzaBt，　und　nur　arinen　BUrgern　das　Mahngeld　geben　1zaBt；
　　wir　bitten　submissest　um　allerhUchste　VerfUgung．
　　11）　Nochrnals　bringen　wir　den　schon　sub　2，　der　Vasallensache
beregten　allgemeinen　unterthUnigsten　Wunsch　zur　Sprache，　daB
unser　allergnzadigster　Kenig　Anton　und　unser　allerh6chst　ver－
ehrter　Prinz　Friedrieh　August，　Herzog　zu　Sachsen
／Bl．　174／　als　tylitregent　des　Landes　allerhechst　ge－
mhen　rn6chten，　uns　damit　zu　begnadigen　：
　　daf3　wir　kUnftig　die　zum　Stadtgericht　und　Rath　erforderlichen
Personent　zu　denen　wir　besonderes　Zutrauen　haben　aus　der　Mitte
unserer　Commun　zum　Vors6hlag　und　Verpflichtung　bringen　dUrften．
　　wir　bitten　allerunterthUnigst　um　allerh6chste　ErfUllung
dieses　Wunsches．
　　12）　Die　fas七　von　allen　Or七en　herums七reifenden　Hausirer　mi七
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　　つたであろうか。
　　　突然プルシェンシュタインの裁判領主がやって来て，我々の市有財産に対する唯一
　　の請求権を要求する。残念ながら我々の祖先はかなり無知であって，そうあるべきで
　　あるほどには．事態を理解していなかった。
　　　裁判領主への恐怖，その強迫と権利主張に迫られて，〔また，〕訴訟のための資金を
　　もっていなかったために，我々は，我々が苦労して開拓したこの塁と濠の土地に対し
　　　　　　　　　　　　（45）
　　て年10Tlr一一の世襲賃租を要求されたのである。
　　　力がなく，貧乏な我々は今までこれ〔賃租〕を支払ってきたが，これ〔塁濠の土地〕
　　は市有財産であるから，我々は将来これを免除されるよう要望し，お上の許可を……
　　請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）〔10）我々は当市のすべての会計の検査あるいはむしろ，それの正式の承認を要望する。
　　〔すなわち，〕検査は行なわれるが，後者は残念ながら行なわれない〔ので〕，それが
　　真剣に行なわれるよう要望する。我々〔当市〕は滞った未回収金を十分に持っている
　　が、期末にはそれがなくなってしまう。あるいは，係わりのない収税吏にそれが代償
　　として定められる。どうして彼がそれを手に入れるのか。主要な滞納者は差押え伝票
　　から落とされ，貧乏な市民だけが督促手数料を支払わされている時に。
　　　我々はお上の指示を……請願する。
（11）我々は，塁打に関連する事項〔H一〕（2＞ですでに述べられた一般的な……要望を今一
　　度問題にしよう。すなわち，市裁判所と参事会に必要であって，我々のとくに信頼す
　　る〔べき〕人物〔市役人〕を，将来は当市〔市民〕の中から我々が提案し，彼らに義
　　務を負わせることを，……国王アントーンと……摂政フリードリヒ・アウグストが我
　　我に赦されんことを。我々・はお上によるこの要望の実現を……請願する。
（12）ボヘミア産のあらゆる商品，例えば呉服，鉄とブリキの製品，錠前，石鹸，暦，製本
　緩和された。営業の自由の導入は1861年10月15口の法律による。Horster，　S．23－28，
　142－162；Schmidt　1966，　S．　158，　314．
（28）　〔H〕の（14），　（15），　（19），　（20），および〔A〕が〔1〕への追加にあたるで
　あろう。
（29）ザクセンの都市では通常，市荘園のすべての家が醸造権を持っていた。醸造権は一・一
　般的にはビール小売権と結び付いていた。Rbmer　1788，　S．306－307；R6mer　1792，
　S．183，186・．一醸造権のある家の所有者が同一都市の他の家屋所有者に醸造を禁止
　する権利は，1873年5月12日の法律により国庫補償で廃止された。Gesetzsammlung
　1873，　S．　429．
（30）本稿（1）註（26）参照。
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aller　und　jeder　Art　Waaren　als　Schnitt一　Eisen一　Blech一一　Schlos－
ser一　Seifensieder一　Calenderi　Buehbinder一　1“espfer・一　sogar　Schuh－
macher一一．　und　Strumpfwaaren　aus　Beshrneri，　machen　unserer　Stadt　und
allen　Einwohnern　viel　Schaden　an　ihrer　Nahrung．　Da　nun　jeder
BUrger　nach　seinen　Bewerb　geschUtz七　is七，　und　zu　den　meisten
Abgaben　nach　d±ese，r　Schatzung　eontr±buiren　rnuB，　so　ist　keiner
nicht　mehr　im　Stande　das　NUthige　dazu　zu　erwerben．
　　Obwohl　diese　Hausirer　naeh　Besehaffenheit　ihrer　Waaren　eine
geringe　Abgaben
／B1．　ユ「74b／　　　　　　　a　1　りis　2　Gr　－　als　Hausiergeld　bei　dem　BUr－
gerrneister　bezahlen　mUssen，　wofUr　sie　ein　Zeichen　der　ihnen　er．
theilten　ErlaubniS　erhalten，　welches　Geld　zur　CUmmerei　abge－
geben　werden　so］．1，　so　nutz七　diese　Wenigkei七　in　Be七reff　unsers
Nahrungsverlustes　doch　nur　sehr　wenig，　und　wir
　　bitten　ehrfurchtsvoll　ein　allerh6chstes　Verbot　darUber　er－
gehen　zu　lassen．
　　13）　Aueh　unsere　Hzandler，　Nadler，　und　dergleichen　Gewerbtrei－
bende　Personen，　hande］n　mit　Schlosser一　Eisen一　Stmmpf一　und
andere　Waaren，　welehe　sie　fzar　auswttrtige　Fabrikarbeiten　aus－
geben，　ungestUrt，　ja，　sogar　auf　den　benaehbarten　Dorf　Neu－
hausen　sind　alle　diese　Waaren　in　Kram・一　und　NadlerlUden　zu　be－
kommen，　den　hiesigen　z廿nf七igen　Handwerkerm　zum　Nach七heil，　wo
wir　ebenfalls　urn　Abstellung　allenmterthYnigst　bitten．
　　14）　Die　hiesigen　TagelUhner　deren　vie）e　hier　BUrger　sind，
mttssen　ohne，　nach　ihren　Schatzungsabgaben　noch　UberdiefS　ein
besonderes　Nahrungsgeld
／Bl．　175／　zur　General－Accis一　Einnahne　bezahlen，　und
bi七七en　selbige　aUe？un七er七h蟄nigst　vom　Fixo　zu　moderiren　und　zu
erlassen．
　　15）　der　in　D’reyberg　wohnende，　Allephechst　verordnete　Kreis一一
Physikus　ist　fUr　seine　Reisen　und　was　er　sonst　bei　Hevisionen
dabei　zu　verrich七en　hat，　h6chs七en　Orts　auf　ein　j駿hrlich　）’ixo
gesetzt，　und　dennoch　rnUssen　wir　ihrn，　wenn　er　zu　einen　Kranken
und　ArTrnen，　so　aus　der　Arrnenkasse　ohnedie［’）　unterstUtzt　werden
muB，　fUhren，　um　ein　HUIfsrnittel　zu　verordnen，　auch　noeh　ttber－
dieB　aus　unserer　sehr　schwachen　Armenkasse　bezahlen，　was　er
liquidirt，　excl．　der　Medikamente，　welche　wir　zur　Apotheke　eben一
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　　したもの，嗣器，靴，靴下を持って，ほとんど到るところから浮浪してくる行商人は，
　　当市とその全住民の生業に大きな損害を与える。すべての市民はその営業に従って評
　価されており，この評価に従って大抵の貢租を分担せねばならないにもかかわらず，
　　誰もそれ〔貢租〕に必要なものをもはや獲得できない。
　　　これらの行商人はその商品の質に応じて一1Gr一から一2Gr一の先込な貢租を行
　　商料として市長に支払って，許可票を受け取るべきであるけれども，また，このカネ
　　は〔市〕金庫に納められるべきであるけれども，これほど少額のものは我々の生業の
　　損害に関してほとんど役に立たない。〔そのために〕我々はこれについてお上の禁令の
　　発布を……請願する。
13）我々〔当市〕の商人，針工および同種の営業を営む人々も，彼らが外国の工場製品と
　　称している錠前，鉄製品，靴下，その他の製品を妨げられることなく取引しており，
　　近くのノイハウゼン村においてさえ，これらすべての製品は小売店と針工の店で入手
　　可能である。　〔このことは〕当地のツンフト手工業者に不利益となるので，我々は同
　　様に是正を……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4Z．14）その多くが市民である当地の日雇は，評価税の他に特別の生業税を一般物品税徴収所
　　に支払わねばならないが，これを定額〔物品税〕から軽減し，免除するよう……請願
　　する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48）115）お上から任命されたフライベルク居住の区医官は，旅行および彼の行なう検査につい
　　てお上により年々の定額を定められている。しかし，彼が，貧民金庫により救助され
　　る貧乏な病人の所に行く場合，薬を処方する等々のために彼が請求したものを，我々
　　は，貧弱な貧民金庫から彼に支払い，さらに，薬についても我々がそれ〔貧民金庫〕
（31）原文をわたくしはden　Frohnとしか読むことができないが，　dem　Frohnと解す
　る。
（32）原文をわたくしはeinnerleyとしか読むことができないが，　einerleyと解する。
（33）Inq．をわたくしはInquisitenと解する。
（34＞領主（封臣）所属都市においては市裁判官は都市領主によって任命された。Blaschke
　l962，　S，24，　26．
（35）1790年8月初に勃発し，マイセン県・エルツゲビノレゲ県で高揚したザクセン史」：最
　大の農民一．・揆，「ザクセンー揆」に際して，当所領6村は領主羊群を放逐して放牧権に
　反対したことが知られている。松尾1972，10ページ。
（36）原文で，下に点線の引かれている文字をわたくしは誤記と見なす。以下同様である。
（37）Gδnnegeldともi呼ばれたこの貢租については，1846年7月21日の法律が償却を認め
　た。Judeich，　S，65；GroB，　S．113．
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falls　daraus　berichtigen　mUssen，　wo　wir　denn　ebenfalls
aユlemnterth蟄nigst　um　Befreiung　der　Separatzahlung　fUr　un－
sere　Armen　bitten．　，　　16）　エs七　einer　unserer　Herren　Geis lichen，　deren　wir　einen
Pas七〇rt　ein　Diaconus，　auch　zwei　Schu：Llehrer，　Rector　und　Cantor，
hieth　habeh，　verstorben，　oder　es　wird
IBZ．　175b／　seine　Dienstanstellung　durch　Selbstansuchen
oder　sonstiger　Veranlassung　an　einen　andern　Ort　veranlaBt，　und
die　nun　vacan七　gewordene　Stelle　durch　eine　Hohe　K：irchen一工ns－
peetion　anderweit　wieder　besetzt，　so　haben　wir　dadurch　ausser－
orden七1ichen　Aufwand，　den　wir　auch　nur，　durch　eine　auBerordent－
liche　Anlage　aufbringen　mUssen，　was　wir　Armen　nich七　verm6gen，
und　die　wenigen　Wohlhabenden　auch　nicht　rnehr　・geben，　auch　nicht
angesonnen　werden　kann　und　darf．　Z．　B．　Unser　wUrdiger　Diac．
Langer　verstarb　vor　Jahresfrist，　wir　erhiel七en　Verf］．uB　der
jeder　geistlichen　Wi七七we　ges七at；七eten　Gnadenzeit，　an　dessen
Stelle　einen　Andern．　Der　Herr　CollaVor，　weyl．　Carnrnerherr　von
SchUnberg，　Hoeh　wohlgebl．　Gnaden，　Ritter　des　Civil一一Verdienst－
Ordens　pp．　Geriehtsherr　auf　Purschenstein　und　Saida，　Majorats－
herr　auf　Reichst蟹dt　ko㎜七e　nich七selbst　anwesend　sein，　dessen
S七elle　der　Herr　Gen．　Accづ　工nsp．　und　Gerichtsdirector　Behr，
／Bユ◎　］．76／　　　　　　　　　prUsendirte，　wobei　auch　der　Gerich七sactuar
als　Protoeollant　anwesend　war，　sowie　auch　der　Herr　Ephoro　und
Superintendent　Dr●　Seyffar七　aus　Freiberg，　unter　dessen　Spren－
gel　wir　geh6ren，　ohne　die　mehrern　zu　dieser　ProzeBion　ausge－
schriebenen　Landgeistli・chen，　da　solche　in　aller　m6glichen　Cere－
monie　nach　Vorschrift　erfolgen　soUte，　und　auch　erfolgte．
　　Die　Bewirthung　so　vieler　Personen　auf　mehr　als　einen　Tag，　da
solche　doch　deren　StandgemUB　sein　sollte　und　muf3te，　kam　nun
freilich　fUr　uns，　㎜d　unsrer　eingepfarrten　Kirchfar七h　Friede・一
bach，　Heidersdorf，　Ullers一　㎜d　Pillsdorf，　nebs七　dem　un七er　Hoch－
adelicher　Gerichtsherrschaft　zu　Pfafferoda　stehenden　Dorfe
Di七七mannsdorf，　hoch　－　sehr　hoch－　wozu　wir　in　der　S七ad七
allein　die　HUIf七e七ragen皿Ussen，甜㎜tliche　eingepfarr七e　zu－
sammen　die　zweifte　HUIfte，　und　kostete
　　Seehs　und迦主＆Thaler一　一
／B1．　176b／　　　　　　　　Der　Herr　Ephoro　］．iquidir七　alユe　seine　Ans蟹tze
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　　から薬店に支払わねばならない。そこで我々は貧民についての特別支払の免除を……
　　請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
（16）当地には聖職者として牧師1入，副牧師1人，学校教師2人，つまり校長と聖歌隊指
　　揮者がいるが，彼らの1人が死亡した場合，あるいは，自ら願い出るかその他の理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50）　　で余所の職への任命が行なわれた後，その空席が……教区監督部によって再び任命さ
　　れた場合，これによって我々は臨時の出費を強いられる。これを我々は臨時の賦課に
　　よって負担せねばならないが，我々貧民にはそれができず，少数の富裕な人々ももは
　　やそれを支払わない。それは要求されてはならないものである。
　　　例えば，我々〔当市〕の……副牧師ランガーは1年前に死亡した。聖職者の未亡人
　　に許された猶予期間の経過〔の後〕，我々は代りとして別の人を定められた。聖職授与
　　者は侍従，……文官勲章等々所持者，プルシェンシュタインおよびザイダの裁判領主，
　　　　　　　（50　（52）　ライヒシュテトの長子相続権者たる故フォン・シェーンベルクであったが，彼は自ら
　　は〔任命式に〕出席せず，…般物品税監視官たる領主裁判所長ベーア氏が代理を務め，
　　裁判所書記官も記録係として出席した。
　　　また，我々がその聖堂区に属するフライベルクの教会監督官たる地方監督ザイファ
　　「ト博士と，この行列祈蒔のために召集きれた数人の地方聖職者〔が出席した〕。なぜ
　　なら，これ〔行列祈禧〕はすべての礼式において規定に従って行なわれたからである。
　　　これほど多くの人々を1日以上も接待することは，それが彼らの身分に相応したも
　　のでなければならなかったので，我々および，我々の教区に編入されている〔等々〕
　　フリーデバハ，ハイダースドルフ，ウッラースドルフ，ピルスドルフ，ならびに，プ
　　　　　　　｛53）　．　（54）　ファッフローダの……裁判領主に所属するディットマンスドルフ村にとって，高く，
　　非常に高くついた。当市内の我々がそれの半分を，そして，教区に編入されている〔村
　　村〕が合計で残りの’i差分を負担したが，それは96　Tlr一一となったのである。
　　　教会監督官は，当市および教区に編入されているすべての村々について同時に行な
（38）原文をわたくしはkeine　dringende　Schuldenとしか読むことができないが，
　dringende　Schuldenと解する。
（39）1876年1月1Eiから出生，婚姻，死亡は戸籍役場（Standesamt）に届け出ること，
　それについての証明も戸籍役場によってなされること，が規定された。Bernewitz，
　S．　78－79．
（40）1753年の協定に基づく協定貨幣（KonventionsmUnze）［よ1840年7月20日の法律に
　より廃止され，新しい鋳貨率（1Tlr　＝・　30　Ngr＝　300　Pf）が採用された。　Gesetz－
　sammlung　1840，　S，　173．
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excl．　der　dabei　zugleich　expedir七en　Schul－Vi．　si．．七g七i．onじn　（ラer　S七adt
und　s蟄㎜七1ich　eingepfarrten　D。rfschaf七en，　noch　separa七，　welche
die　hiesige　Commune　nach　zwei　Classen　auf　ihren　Antheil　auch
noch　bezahlen　muβ，　ohnedieB　noch，　folglich　ko㎜七80　eine　Ein－
setzung　eines　Herrn　Geist］．ichen　doch　gewif3　hoch　auf　jedes　An－
theil．
　　Wobei　zu　bernerkens　daB　jede　hierzu　aufgeforderte　Gerich七s－
person，　en七weder　zu　Hause　oder　im　Wirthshause，　auf　eigne
K：osten　leben　nユuB　und　hieran　nich七　den　mindesten　Ant；heil　oder
GenuB　ha七，　auch些ver］．ang七．
　　Verzehr七kann　sovie］．　un　16g］，ich　werden，　sondern　es　verdirbt
wohユin　Ueberfluβ，　wo　wir　de㎜
　　allenユn七erth蟹nigst　um　a：Llerhδchs七e　Verminde㎜g　anfleheri．
17）㎜ser　Gestif七，・Hora㎜㎜d　zur　ewigen　Messe　genannt，＿
belief　sich
／B］．．　］．77／　　　　’　　　wir　woユlen　nur　rechens　vom　Jahre　1811　Ab－
schluB　ans　bis　mit　AbsehluB　1824．　a：Lso　in　einem　Zeitraurne　von
13　Jahren，　weiter　haben　wir　davon　leider　keine　originellen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レKenntniBe，　also　im　Ers七ern　als　1811　auf
　　584・9　Tユr　］．Gr　5　Pf　＝　nach　abgeleg七er　Rechnung　Capitalzinn－
sens　und　Ackerpach七s－Einko㎜en，　nach　Abzug　aller　Ausgaben　und
erlit七enen　etwanigen　Verlus七。
　　Und　im　Jahre　l824　beもrug　e　s
　　9308　Tlr　3　Gr　％　Pf　na6h　abge］．egter　Rechnung，　exc1．　des
Gmnds七Uckswe？七hs。der　der　Fluren　an　Aeckern　u．　Hδlzern．　Aユs。
　　34．59　Tlr　l　Gr　8％　Pf　Pユus　oder　Anwuchs　in　dreizehn　Jahren
aユsO　im　DurChschni七七　allj蟹hrlich
　　266　「nr　2　Gr　－　ohne　Bruchtheile，
　　wQrun七er　die　Mehrzahl　der　einzeユnen　Jahre　300　「n1　r一・一　und　da－
rUber　be七ragen，　welches　man　nur　von　den　i㎜er　erhδchten　Acker－
pacht－Ge］．dern　so　im　Jahr　　l811，　　ユ58　Tlr　g　Gr　4・Pf
　　irn　Jahr　］．824．，　　202　1Plr　］9　Gr一
／B＝L．　＝L77b／　　　　　　　　und　das　Jahr　zuvor　222　Tlr　5　Gr　－　be七ragen
haben，　ohne　die　jUhr］．ichen　Capi七alzinnsen，　so　ebenfalls　sehr
erwachsen　sind，　anne㎞en　kann．
　　工n　frUhern　Jahren，　nach　einer　unterm　28．　Febr’uar　］．816　v◎n
dem　Ad皿inis七ra七〇r　dieses　Gestif七s　allhier　abgeforder七en　Erkla＿
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　　われた学校視察を含めないで，彼の請求をなお別個に請求した。’それをも当市は2区
　　分に従って自分の分として支払わねばならない。したがって，1人の聖職者の任命式
　　は〔教区の〕どの部分に対しても非常に高くつくのである。
　　　その場合注意すべきは，これ〔任命式〕に必要とされるすべての裁判所役人は，自
　　宅であれ宿屋であれ，自分の費用で過ごさねばならない，　〔すなわち，臨時賦課に対
　　して〕全く持ち分をもたず，要求もしないということである。
　　　これほど多く〔の食物〕を消費することは可能でなく，あり余って腐るであろう。
　　そこで我々はお上による軽減を……請願する。
（17）時疇および永代ミサと名付けられている我々〔当市〕の基金は，計算だけしてみると，
　　1811年末から1824年末までに，したがって13年の期間に次のようになった。（それ以後
　　については我々は特別の知識を残念ながら持っていない。）それは1811年には5849　Tlr
　　！Gr　3Pf（資本利子と耕地借地料収入を計算した後，また，すべての支出とその他の
　　損失を差し引いた後）であり，1824年には9308　Tlr　3　GrをPf（決算後。ただし，地価
　　あるいは耕地と森林の土地〔価格〕を除く。）であった。
　　　したがって，13年に3459・Tlr　l　Gr呂甚Pfの増額あるいは増加である。年平均では
　　端数を除いて266・Tlr　2　Gr一であり，多くの年には300　Tlr一一あるいeヰそれ以上であ
　　つた。これは，耕地借地料が，同様に非常に増大した年々の資本利子を加えずに，i811
　　年に158　Tlr　g　Gr　4Pf，1824年に202・Tlr　19　Gr一，その前の年に222　Tlr　3　Gr一であ
　　る，というように次第に増大したことから想定されうるのである。
　　　お上の命令で要求されて，1816年2月28日付でこの基金の管理人が行なった説明に
（41）手工業ツンフトとその構成員が農場領主から，土地負担としてではなく課されてい
　るすぺての給付は，1851年5月15日法によって国家補償に基づき廃止された。Judeich，
　S．　62；　Bar，　S，　28．
（42）原文をわたくしはvielleichとしか読むことができないが，　vielleichtと解する。
（43）都市では複数の市長と市参事・会員群が1年交代で執務していた。この情況のもとで
　都市の政策と行政の継続性を保証するものが，市書記であった。Blaschke　1962，　S．
　24－25．
（44）1843年11月6日の法律1は土地・抵当台帳（Grund－und　Hypothekenbuch）の整備を
　指令した。Schmidt　1966，　S．150；GroB，　S．．123．
（45）世襲賃租については1851年5月15日．法が一方の当事者の提議による償却を認めた。
　Judeich，　S．　67；Bar，　S，　29．
（46）1830年12月に新政権は都市の市民による臨時的な自治体代表（Kommunreprasen－
　tant）の選挙を指令し，都市財産の管理についての監：視を自治体代表に認めた。1832
　年の都市自治体条令は，市民によって選挙される市代表の任務の一つとじて，都市財
一257一
658
㎜g，　so　auf　a，1ユerh6chsten　Befehユ　ver］．angt　wurde，　is七　zu　er－
sehens　daB　soユches，　die　Urkunden　dar・Uber　haben　wir　leider，
durch　Brand　und　andere　UnglUcksfUlle　verlohren，　diese　Sammlung
zu　einem　Fonds　hierzu，　durch　einen　Capellan　auf　allhiesigen
herrschaftl．　Sehlosse　zur　Zeit　des　？apstthurnS　der　Anfang　dazu
gemacht　worden，　und　ist　zwar　dazu　bestimrnt　gewesen　：
　　alrme　Studirende’jahrlich　mit　ein　S七ipendium　von　25　Tlr　一　一
zu　unterstUtzen，　und　die　Herren　Geistlichen　davon　zu　sala？iren
　　Aber　leider　ist　seit　langer　Zeit　nur　selten　ein　ammes　Kind
aus　unser6r　Sもadt　en七sprun層
／Bl．　178／　　　　　　　　gen　mi七　dieser　Wohl七hat　und　BeihUlfe　zur
Un七ers七銭tzung　ge］．ang七，　nur　wenige　sind　dieses　G］．ttckes　七heil－
haf七ig　geworden，　da　die　meisten　BUrger　arm　sind，　und　an　ihr
zwar　oft　geistesfUhigen　Kinder　die　Ubrigen　ErforderniBe，　durch
das　Stipendiuin　a　25　Tlr　一　一・　so　auf　drei．　Jahre，　jtthrlich　naeh
un七er七hUnigsten　Ansuchen　und　vorgezeigter　Testimonia　auch　Uni－
versi七蟹ts－Attes七a七e　ausgezah：Let　werden，　zur　Universi七蟹七　reisen，
und　das　Ubrige　Erforderユiche　］．eisten　zu　ke5nnen．　Mancher　ge－
schickter　junger　Mensch　geht　der　Nachwelt　hierdurch　verlohren
und　muB　ein　Fach　ergreifen　zu　dern　er　nicht　geboren　ist．
　　Wohl　aber　erhie］．ten　solches　zei七her　ausw蟹r七ige　reiche　Am七一
rnanns－　wohlhabende　Ri七tergu七hspach七ers働　irl　guten　Dienste　s七e－
hende　Pastors一　und　Fersters－S6hne　und　Anverwandte，　welche　ganz
nich七ei㎜ahl　un七er　hiesiges　Ri七七ergut，　ge’schweiche㎜serer
S七ad七　geboren●　　Nur
／Bl．　178b／　ein　Ansuchen　bei　dem　gnzadigen　Herrn　Colla一
七〇rs　und　Vorsprache　guter　Freunde　mach七e　diese　Personen　so
glUckユich，　und　se七z七unsere　BUrgerskinder　dadurch　zurUck．
　　Wzare　es　nicht　auch　m5g1ich　und　zuJn　allgemeinen　Woh）　fttr　die
Nachwβ］．七　sehr　ntt七z］，ich，　daf3　wir　keine　Bttrgerssδhne　oder　JUng騨
1inge　unserer　Stadt　habens　so　sich　dem　Sもudio　widrnen　woユユent
und　kesnnen，　daB　auch　andre　arme　BUrgerkinder，　so　gute　Zeug一一
nisse　produciren　kUnnent　eine　milde　Un七erstUtzung，　es　muB　ja
kein　Stipendiurn　seyn，　und　heiBen，　zu　dern　erforderlichen　Lehr・一
geユd　erhalten　kδ㎜en，　wodurch　die　a㎜en　El七em　einen　groBen
S七ein　vom　Herz．en　loB　Wtlrden・
　　Durch　dli　e　Ackerpttch七e　welche　hiesige　BUrger　al］．ein　einzu一
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よれば，昔この基金の募集は，それについての証書は火災その他の不幸のために失な
われているけれども，法王権の〔支配する〕時代に当地の領主居城の礼拝堂付き司祭
によって開始されたと判断される。そして，〔その目的は〕貧乏な学生を年25・Tlr一一
の奨学金で援助し，聖職者に俸給を支払うことと規定された。
　しかし，残念ながら，当市に生まれた貧乏な子供がこの慈善と補助金で援助される
ことは長い間非常に稀であり，少数の者しかこの幸運に与かっていない。なぜなら，大
抵の市民は貧乏であり，毎年・・…・願い出と提出される証明書および大学の証明書に基
づいて3年問支給される25　Tlr一一ずつの奨学金〔だけ〕では，知的能力のある彼ら
の子供たちにその他の必要なものを〔与えること〕，大学まで旅する〔費用〕，その他
の必要なものを与えることができ〔ない〕からである。それによって多くの有能な若
者が後世にとって失なわれるのであり，彼は，ある専門を，それに生まれついていな
いけれども選ばねばならない。
　これ〔奨学金〕を従来得たのは，余所の裕福な管区役人，富裕な騎士農場借地入，
立派な職に就いている牧師・山林官の息子および親族であって，当市はもちろんのこ
と，当地の騎士領〔地域〕に生まれた者でもない。……聖職授与者への願い出と立派
な友人の取り成しがこれらの人々に幸運を与え，我々市民の子供たちは無視されたの
である。
　当市の市民の息子あるいは若者の中に，勉学に身を捧げることを望み，それの可能
な者がいない，ということはありえない。また，他の貧乏な市民の子供で，良い評点
を取ることのできる者が，奨学金ではないが，必要な徒弟料について，親切な援助を
受けることができるならば，それは後世に対して公益にきわめて有益であり，これに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（55）よって貧乏な両親も心の重荷から解放されるであろう。
　この耕地借地料をもたらすのは当地の市民だけであり，これは前述のように1811年
　産管理の監督を規定した。　Reinhardt，　S，167，286；　Blaschke　1962，　S．27－29；
　Schmidt　1966，　S．　144－146．
（47）生業税については本稿（ユ）註（10）参照。
て48）1710年から各管区に管区医官（Amtsphysikus）が任命された。これは1836年から，
　権限を拡大し，地区医官（Bezirksarzt）となった。　Schmidt　1966，　S．161。一区
　医官は特別管区の管区医官ではなかろうか。
（49）原文をわたくしはein　Diac。nusとしか読むことができないが，　einen　Diaconus
　と解する。
（50）これは地方監督と管区長ないし裁判領主とから構成され，教会・学校を監督した。
　その世俗的構成員は1856年から裁判区長，1874年から部長となり，同年からその権限
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bringen㎜d　wie　schon　oben　gesagt　vom　Jahre　：L8：Lユ　an，　bis　mit
1824㎜44TlrgGr8Pfge一
／Bl．　］．7g／　　　　　　　　s七eiger七　wurden，　von　da　bis　mit　：L82g　k5nnen
wir　das　St；eigem　nich七　genau　angeben，　doch　aber　soviel　mi七　Ge－
wiBhei七　sagen，　daB　diese　Ackerp蟹ch七e　nach　der　zu　Os七ern　1850
geschehenerl　Zert；heilung　vieler　dieser　Gestif七sacker，　und　nun
erf。lg七er　Erbverpaeh七㎜g　welche　nach　dem　Satz　der　Licita七i。n
an　den　Meistbie七enderl　geschah，　und　wo　mancher　ar’rner　BUrger，　da
er　einmal　eine　K：uh　im　StaUe　ha七te，　um　etwas　Milch　fUr　sich
und　seine　Farnilie　zu　haben，　auch　al工e　seit　mehrern　Jahren
durch　Ankauf　Bδh皿i　schen　Streus七rohes　gewonnene　DUngung　seit　6
㎜drnehrern　Jahren　darein　gewende七hat七e，　wo　er　nach　der　Glau－
sel　der　Pach七contracte　keine　Meliora七ion　erha1七en　konn七et　um
solches　nicht；wegzulassen，　und　die　｝iiBguns七　eines　darU頁er
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほscheel　sehenden｝li七bUrgers，　der　es　begeizigte，　nicht　zu　be葡
gnUgen，　mehr　bieten　muBte，　als　dieses　Felds七Uck　an　Ertrag　zu
：Liefem　im　Stande　war．　Aber　auch　rnancher　andre　arme　BUrger，
der　das　hoch，　sehr　hoch，　hinangetriebene　Pachtgel．d　nich七　bar
pr蟹num一
／Bl。ユ79b／　　　　rnerando　bezahlen　konnte，　muBte　es　fahren
エassen，　㎜d　weint　im　Stillen　bi七もerlich　：　so　daB　die　Ges七ift8r
Casse　durch　dieses　Pach七ge］．d　jUhrlich　urn　ein　sehr　groBes　ver－
mehr七　worden．
　　wir　glauben　dahero，　daB　bs　nich七unbillig　isちindern　diese
Gasse　durch　das　Zuthun　der　Btirgerschaft　sovie：L　ZufluB　hat，　wir
fUr　unsere　MitbUrgers噌Kinder　u皿　eine　milde　Unters七Utzung　da囎
raU。
　　ehrfurehtsv。11㎜allerh6chste　Genehmigung　bit七en　dUrfen．
　　工n　eben　diesen　Be七reff　wagen　wir　auch
　　ユ8）noch　in　allenmterthZlnigsten　Vor七rag　fUr㎜sre　unbe－
mi七telten　und　armen　Bttrger　zur　Un七erst畏tzung　in　gr6B七er　No七h，
a工s　bei　harten　W’　inte　rn，　Theue㎜g，　nahrlosen　Zeiten，　Krarユk＿
hei七en，　Sterbef蟹］ユen，　Hausreparaturen　und　sons七igen　Vorf蟹1工en，
zu　bringen，　eine
　　Darleih・一Casse
　　　　　　　　　　－　　sowie　man　solche　in　Leipzig　Dresden　und　andem　Or七schaften
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
schon　ha七，　zu
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　　から1824年までに44Tlr　g　Gr　8Pfだけ⊥昇した。この時から1829年までの上昇〔額〕
　　を我々は正確には示しえなL｝が，次のことは確実である。すなわち，この耕地借地料
　　は，基金所有耕地の多くが1830年目復活祭に分割きれ，世襲借地とされたので，　〔非
　　滑に増大した〕ということである。
　　　これ〔世襲借地化〕は競売の原則により最高額提示者に対して行なわれた。自家用
　　の牛乳をなにがしか得るために厩舎に1頭の牝牛を持っている多くの貧乏な市民も，
　　数年来ボヘミアの敷藁の購入によって得たすべての肥料を，6年ないしそれ以上の間
　　そ．こ〔耕地〕に用いてきたが，借地契約の条項により，改良を行なう　〔？〕ことがで
　　きなかった。　〔彼は〕それ〔耕地〕を〔他人に〕渡さないために，また，それ〔借地〕
　　を渇望して嫉視する同僚市民を嫉妬させないために，この土地が収穫として与えうる
　　より多く〔の借地料〕を提供せねばならなかった。多くの他の貧乏な市民も，高く，
　　非常に高くなった借地料を前金で支払いえないので，それ〔借地〕を断念せねばなら
　　ず，秘かに激しく泣いている。こうして，基金の金庫はこの借地料〔の引上げ〕のた
　　めに年々非常に増大したのである。
　　　この金康は市民層の助力によってこれほど増大したのであるから，我々が我々の同
　　僚市民の子供のためにそれからの親切な援助を〔請願することが〕不当でない，と我
　　我は信じている。〔我々は〕お上の承認を……請願する。
（18）これに関連して我々はまた，我々〔当市〕の資産のない貧乏な市民を，厳冬，物価騰
　　貴，失業，病気，死亡，家屋の修理，その他の出来事のような非常な困窮時に援助す
　　るために，ライプツィヒ，ドレースデンその他のところにすでにある貸付金庫を設立
　も教会に制限された。教会監督部は！926年に廃止され，国家と教会の分離が実現した。
　Schmidt　1973，　S．　32－33，　Vgl．　R6mer　1788，　S．　535－536．
（51）ライヒシュテト（Reichstadt）はドレースデン県ディポルディスヴァルデ管区の大
　きな村で，1834年の人口が1092人（！43戸）であった。当村にある領邦君主直属の騎士
　領は，1742年からシェーンベルク家（プルシェンシュタイン系）に属した。Schumann，
　Bd．　9，　S．　57－61；Schumann，　Bd．　18，　S．　571；Schiffner　1840，　S．　234－235；　Bla－
　schke　1957，　S．　11－12．
（52）これはCaspar　Friedrich　Rudolph　von　Schbnbergのことであり，彼の相続人
　はKaspar　K．　Ph｛L　Utz　von　Schdnbergであった。　Schumann，　Bd．8，　S．635；
　Schiffner　1840，　S．　593．
（53）プファッフローダ（Pfaffroda）はフライベルク管区の村で，1834年の人口は732人
　　（101戸）であった。当村の領邦君主直属の騎士領はシェーンベルク家（プルシェンシ
　ュタイン系）に属した。Schumann，　Bd．8，　S．216－226；Schumann，　Bd．18，　S．
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／Bl．180／　　　errich七en，　deren　Sta七u七en　wir　uns　verschaf－
fen　hOffen，　oder　h5hern　Orts　darUber　entworfene　noch　：Lieber　an－
nehxlen　wUrden●　　　　　　　　　　　　　　　、
　　ノ　　Z㎜ers七en　Fohd
　　wagen　wir　in　Vor七？ag　zu　bringen，
　　a）　daB　hiesige　（｝estiiftskasse　ein　Kapit；al　von　einigen　Hunder七
Thalem　gegen　einen　billigen　Zinns　der　Go㎜un，　wenn　sie　so1－
ches　nich七　durch　ihren　Adrninis七rator　wo：Llte　verrieh七en　lassens
selbiger　darleihen　kδnn七e，　vers七eh七　sich，　daβ　der　Erborger　je輯
desmal　ein　dafUr　s七ehendes　Untbrpfand，　dem　Ausleiher　einh筥n－
digen　mUssもe，　darni七　das　darge］．iehene　Capi七al，　auch　nach　einer
allerh6chs七　vo］ρgeschriebenen　Verzinnsung　hin〕．蟹ng］．ich　gedeckt
sei；
　　b）　wUrden　sich　gewiB　bald　hier　bald　da　mehrere　Personen　fin－
dens　von　welchen　ein　klein　etwa　in　H蟹nden　habendes　Capita］．ム
5，10，20bis　zu　50　Tlr一．一angenQ㎜en　werden　k5nnte，　beson－
ders　Vorr1Under　der　UnmUndigen，　we］．che　dergleichen　kleine　σas＿
senbest蟄nde　nich七　auf　gew6hnliche　HypQthek　auszuleihen，．Ab－
nehmer　．．
／Bl．　180b／　　　　　　　　finden；　　Der　UnrnUndige　wUrde，　ans七a七七　es
tod七in　Casse　liegt，　doch　einen　kleinen　und　billigen　Zinns　ge．
nieBen，　wor’Uber　sie　von　den　dazu　gew蟹h］．七en　Cassenvors七eher
qui七七irt　und　in．ein　dazu　errich七eもes　Haup七buch　einge七ragene
aueh　die　ZurUckgabe　an　die　Darleiher　wieder　behUrig　abge」
schrieben　wUrde．
　　Wir　hoffen　die　Einrichtung　dieser　Casse　wUrde　sieh　zum　Wohl
armer　BUrger　bald　hers七ellen　lassen．
wa㎜wir　aller㎜ter七h蟹nig串七bitten頗ansuchen．
　　19）　Mit　den　Post一■und　Landstra13enbau七en　ist　unsre　nur　sehr
schwache　GQ㎜un　sehr　s七ark，　Uber　Vem8gen　angegriffen　worden．
Die　Communicationswege　von　Or七zu　Ort　zu　un七erhalten　w。11en
wir　uns　nicht　en七sagen，　unterha：Lten　solche　auch　jtthrlich　mit
vieユen　Kosten，　質ber　unsre　Berge，　wo　Schnee－　und（｝uBregenwasser
viel　Schaderl　anridh七en●
　　Allein　die　Post一㎜d　Lands七raBens　wov。n　die　Gerich七sherr一・
schaft　das　Glei七e　Uber
　　Zwei　Hunder　Tha］．er　一　口
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　　するよう……上申する。その規約を我々は自ら作成するか，あるいはむしろ，お上で
　　起草されたものを受け入れる。
（a｝これ〔基金〕が自らの管理人を通じてこれ〔貸付金庫〕を設立しない場合には，当地
　　の基金がその金庫から数百Tlrの資本を安い利子で当市に貸し付けることを，我々は
　　第1の基礎として上申する。！借り手は毎回，それに対する抵当を貸し手に設定させね
　　ばならない，ということは自明である。貸し付けられた資本が，お上に規定された利
　　子支払の後でも十分に保証されうるためである。
（b）少額の資本を持っている惚々があちこちに見出されるので，彼らから5，10，20，な
　　いし50Tlrを受け入れることが可能であろう。とくに，未成年者の後見人は，僅小な
　　金額を通常の抵当に対しては貸し付けないので，顧客となるであろう。未成年者は，
　　それ〔資金〕が〔後見人の〕金庫で死蔵されるかわりに，少額の正当な利子を受け取
　　るであろう。それ〔資金〕は，選出される金庫管理人によって受領され，作成される
　　元帳に記帳され，貸し手への返済もしかるべく清書される。
　　　我々は，この金庫の設立が貧乏な市民の福祉のために間もなくなされることを希望
　　する。我々はこれを……請願し，懇願する。
（19）非常に弱体な当市は，郵便馬車道と国道の建設を非常に重く，能力以上に課されてき
　　た。集落から集落に通じる連絡路の維持を我々は止めない〔カり，山越えのこれ〔連絡
　　路〕を維持するには，雪解け水と豪雨が大きな損害を与えるので，毎年多額の費用が
　　必要である。
　　　しかしながら，それから裁判領主がザイダ，ノイハウゼン，〔ドイッチュ・〕ゲオル
　456M457；Schiffner　1840，　S，　633－634；Blaschke　1957，　S．　307．
（54）フライベルク管区のこの村の人口は1834年に574人（82戸）であうた。Schumann，
　Bd，　1，　S．　657；Schumann，　Bd．　15，　S，　181－182；Schiffner　1840，　S．　603；Bla－
　schke　1957，　S．　301．
（55）nicht　auch　m6glichはdaB　wir……wollen　und　k6nnenの節のみに，　zum
　allgemeinen　Wohl……se5r　nUtzlichはdaB　auch……loB　wUrdenの節のみに
　係わらせて，訳されている。
（56）この村は1834年の人口が14人（3戸）の小村であった。なお，ハーゼンブリュケは
　ドイッチュ・ゲオルゲンタールの別名である。Schumann，　Bd．1，623－624；Schu－
　mann，　Bd．　8，　S．　630；Schumann，　Bd．　15，　S．　136－137；Schiffner　1840，　S．　602；
　Blaschke　1957，　S．303．ドィッチュ・ゲオ∫レゲンタールの標高は610mである。
（57）原文をわたくしは2Hunderとしか読むことができないが，2　Hunde　rtと解する。
（58＞これはフライベルク管区にあり，1834年の人口が1081人（145戸）の’大きな村であっ
　た。当村所在の出丸君主直属騎士領はシェーンベ1レク蒙〔フファッフローダ系）に属
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／Bl．　181／　und　in　allen　gering　angenornmen，　als　hier　in
Sai－daJ’Neuhausen，　II．aasenbrUck　bei　Georgens七hal，　C：LauBni七z，
Uユlers一㎜d　Piユlsdorf，　verpach七e七hat，㎜d　wir　nicht　das
Mindeste　davon　hab．ens　kδ㎜en　wir　nich七mehr　fUr　die　Zukunft－tragen　helfen）　welches　rnan　uns　zur　Hzalfte　angesonnen　und　aufer－leg七　ha七，　wir　auch　solches　nothged㎜gen，　da　wir　kein　Ge］．d　zuprocessen　haben，　haben　geユeis七e七㎜d　leisten　mUssen。
　　Diese　StraFJenbaukosten　unsern　armen　Ort　seit　einigem　Jahren，
wo　der　Anfang　gemach七　wurdet　bereits　Uber　　　　　　　　　　　　・
　　looo　rrlr　一　一
　　auf　unse］rsn　Antheil，　als　nur　zur　Hza！fte　gerechnet，　nebst　den
vielen　Zechenarbeiten．　・　　Anf蟹ngユich　wurden　wir　aus　I・iit］．eidenhei七　zum　Bau　der　Land－
straBe　Uber’　Pillsdorf　nach　D6rnthal，　sowie　andre　Dorfschaften，
da　die　zwei　Bauerns　welche　solche　im　b．au＝Lichen　Wesen　erhaユ七en
solユ七ene　es　nichむ　vermUgend　waren，　an　S七einfuhren　und　Handar－
bei七en　gezogen，　七ha七en　lnehr　als　uns　aufgebUrdet　wars．auf　unsret
KoS七en●
／Bl．　18：Lb／　　　　　　　　SofQr七　dafauf　wuPde　eine　PQs七一Chausee－S七ra－
13e　von　hier　bis　Uユ］．ersdorf，　nach　Olbernhau　und　Narienberg　zu
angelegt，　und　muf3te　von　uns　bis　Uユlersdorf　躍皇王些　gebau七
werden，　ohne　einige　andre　BeihUユfe．
　　工m　vorigen　und　in　diesem　Jahre　muBten　wir　die　LandstraBe　a］．s
gute　Chaussee　von　Saida　bis　ans　Vllersdorfer　Gebiet，　auf　hoher
arntshauptmannschaftl．　Verordnung　und　Bedrohung　rnilitarischer
Execu七ion㎜einen　groBen　Berg　und七iefe　Hohlwege　einiger－
maaBen　zu　urngehen，　und　soiche　gellMme　zu　fUhren，　mit　Verlust
eines　Theiユs㎜srer　steuerbaren　G㎜ds七Ucke，　mi七der　Gerich七s－
herrschaf七　zur　H蟹lf七e　Antheil　bauen，　in　aller　Ar七，　obgleich
le七ztre　die　Glei七seinkUnfte鰹里門bezieht，u照⊂｛i　e：．1rune一一
s七Ucksbesi七zer　bis　auf　einen　Einziegen，　wo　diese　S七rase　mi七七en
Uber　sein　GnmdstUck　gelegt　wurde　und　welchen　Platz　wir　mit
Einhunderも　Tha〕．er　bezahユene　auoh　dieses　zur　H蟄ユfte　もragen
mus七ens　keine　Eh七sch蟹digung　erhie］．七en，　die　S七euerschock：e　aber
in　al一
／B＝L・　182／　　　　　　　　　ユen　匹L，　ohne　Abnahme　des　Nindes七en　darauf
behielten．
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　　　　（56＞
ゲンタール，クラウスニツ，ウッラースドルフ，ピルスドルフの全体で控え目に見て
　（57）
200　Tlr一一以上の護送税の徴税を請け負わせてきた（ただし，我々はそれぐ護送税収
入〕に全く与かっていない）郵便馬車道と国道．〔の費用〕を我々は今後もはや負担しえ
ない。我々はそれ〔費用〕の半分を要求され，余儀なくそれを給付してきたが，それ
は訴訟のための資金がなかったからである。
　それ〔建設〕が始められた数年前以来のこの道路建設費は，我々〔当市〕の分とし
て半分だけと計算しても，多くの順番制労働を含めると，貧乏な当市にすでにIOOOTIr
一一 ﾈ上を〔費やさせた〕。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58）　最初我々は他の村々と同じく，ピルスドルフ経由デルンタールへの国道の建設につ
いて，それを維持すべき2人の農民がそれをなしえなかったので，同情から石材運搬
と手労働に引き入れられ，我々に課された以土のことを我々の費用で果たした。
　その直後に，当地からウッラースドルフ，オルバーンハウ，マリーエンベルク〔市〕
への郵便馬車用舗道が建設されることになり，． Eッラースドルフまで〔の部分〕を我
我は他からの援助なしに全く単独で建設せねばならなかった。、
　昨年と今年には我々はザイダからウッラースドルフ地域までの国道を立派な舗道と
　　　　　（59）
して……郡長の指令に基づいて，また，軍隊による強制執行という脅しの下で，裁判
領主と〔費用を〕折半して建設せねばならなかった。〔その場合我々は，〕大きな山と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60）深い峡谷をある程度まで回避し，このような地域〔で道路を〕建設するために，課税
される我々の土地の一部を失なった。後者〔裁判領主〕は護送税収入を全く単独で受
け取る〔が〕，〔我々〕土地保有者は，一切の補償を受け取らなかった。ただし，この
道路が彼の土地の真中を通るたった1人に対しては，この敷地のために100Tlr一一が
支払われ，我々も〔それの〕半分を負担した。　〔この土地収用にもかかわらず，当市
の〕租税ショック〔数〕は全体で少しの滅少もなく，完全〔ショック〕のままである。
　した。Schumann，　Bd，！，S，702－706；Schumann，　Bd．15，　S，251－255；Schiffner
　1840，　S．　6e3－604；Blaschke　1957，　S，　3el－302．
（59）数個の管区に対する監督のために1764年に郡長（Amtshauptmann）の1別度が定めら
　れ，郡長の権限の及ぶ範囲は郡（Amtshauptmannschaft）と11乎ばれた。この古い郡長
　は1874年の新しい郡の創設とともに鹿止された。Blaschke　1956，　S．358－360；Bla－
　schke　1962，　S，　16，　19；Schmidt　1973，　S，　17m18，　23．
（60）原文をわたくしはgelahneとしか読むことができないが，　Gelandeど解する。
（61）C。mm．をわたくしはCommissarと解する。枢密財務委員は，領邦国家の地方財
　務官庁を監督する役人であろう。
（62）1640年に創設された一種の地租。Steuern，　S、4．ラント税との統合については本
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　　Hier　is七noch　besonders　zu　eri㎜ern，　obiger　Einziger　so　100
Tユr一　一　fUr　diesen　Platz　erhie1七，　dieser　dach七e　ganz　pa七rio輌
七isch，　es　i8t　der　G．　Finanz－Co㎜．　Klopfer　aUhier，　er　erk1蟹rte，
da　wir　aユs　arme　BUrger　ohnedieB　vie1　］．eis七en　mU13七en，　woユユ．e　er
der　C。㎜tm　20　nllr一一daran　schenken；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　auch　von　diesem　gでoBmU七higen　Geschenke　haben　w〕．r　der　Ge一
　　　　　　　　　　　　　　　　　’rich七コ口errschaf七
　　Zehn　［Phaler　一　一　　　　　　　　’
　　als　die　das　（｝leite　allein　beziehende　BehUrde　abtre七en　mUssen。
一　Schmerz七　dies　nichも　？　一
　　Hierzu　ferner　von　der　Gerich七sherrscha£七㎜s　den　Zwang　zur
Httlfte　des　Baues㎜d　Un七erhaltung　der　StraBe　aufbUrden　zu
lassen，　k5nnen　wir　nich七mehr　aushalten，㎜d　s。ユches　kUnftig
＝Leis七en，　und　bit七en　daher　aus　obbenann七en　Ums七蟹nden　uns　zu　dis－
pensiren’und　freizusprechen
　　in　allenm七erthUnigster　Submission．
　　Noch　haben　wir
／B］．．　：L82b／　　　　　　　　　　20）　in　a］ユer　un七erthZanigs七en　1：l　achtrag　zu
bringen　：　Seit　de皿　Jahre　und　mit　demselben　1818　sind　auf　unsere
S七adt　gO　S七euerschocke　in　Pfe㎜igs七euern　und　Soユda七engeld　ganz
neu　auf㎜sere　Scheunens　in　welche－vfir　unsere　erbauten　FrUchte
aufbewahren　mUPJen，　auferユeg七　worden．
　　Diese　unsere　Scheunenβtehen　jedoch　sei七　undenklichen　Jahren
auf　der　Go㎜㎜Grund㎜d　Boden，　welcher　ja　Q㎞edieB　schon　be－
schock七ist，　und　aus　der　Communkasse　zu　obigen　Einna㎞en　aUe
Jahre　richtig　ver唖ggk㌻steuert　werden　rnuBs　wie　k。㎜en　als。
wir　dazu，　daB　wir　solches　auf　diese　Ar七　in　dup：Lo　entrich七en
mUBen？
　　Wenn　Viir　unsre　schwer　beschock七en　Grunds七Ucke　in　der　Pfennig
㎜dLands七euer　auch　Soldatengeld　bezahlen，　und　UberdieB　auch
noch　das　sogenann七e　kleine　Kagazin　davon　aユljUhrlich　en七ri　ch葡
七en通填鼻β一弓p　und　ab：Liefern　mUssen，　so　mUsserユwir　dQch　wohl　auch
　　e〕．nen
／Bl．　183／　　　　　　　　freien　Pユatz　haben，　wo　wir　die　erbauten
FrUchte　unterbringen　k5nnens　da　wir　in　unsere　S七ad七　und　H蟹user
so：Lche　nich七　aufbewahren　kUnnens　viel　weniger　solche　aus．一
dresehen　sol〕，erユ㎜d　dUrfen．
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　　　ここでとくに想起されるべきことがある。この敷地のために100Tlr一一を得たとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（61）　　う，上記のたった1人の者とは，当地の枢密財務委員クロブファーであるが，彼は全
　　く愛国的であって，このうちの20・Tlr一　一を当市に寄付する，なぜなら，我々貧乏な
　　市民は，そうでなくても多くのものを納付せねばならないからである，と述べたので
　　ある。気前のよいこの寄付からも我々は，護送税を徴収する官庁としての裁判領主に
　　10Tlr一一を渡さねばならなかった。これは何と痛ましいことではないか。
　　　それに付け加えて，我々は，裁判領主によって道路の建設と維持の〔費用の〕半分
　　を課されるという強制にもはや耐えられないし，それを将来果たすこともできない。
　　そのために我々は上述の事情から我々を解放し免除するよう……請願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62）　（63）（2①我々はなお次のことを……追加する。1818年から当市ではプフェニヒ税および兵士税
　　として90租税ショックが，収穫した穀物を納める我々の納屋に全く新たに課された。
　　しかしながら，この納屋は大昔から市有地にあり，後者はすでに〔ショック数に〕査
　　定されていて，市金庫から上記の徴収所に毎年間違いなく納税されている。したがっ
　　て，我々がこのようにしてこれ〔租税〕を二重に支払わねばならないのはどうしてか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64｝　　　我々は，重く査定された土地からプフェニヒ税，ラント税および兵士税を支払い，
　　さらにまた，いわゆる〔邦立穀物〕小倉庫〔への穀物〕を毎年納付せねばならないと
　　すれば，収穫した穀物を納める広い場所を持たねばならない。なぜなら，我々は牛肉
　　および我々の家屋内にはそれを貯蔵しえないし，〔そこで〕それを打拝することはなお
　　一層許されないからである。
　稿（1）註（14）参照。
（63）これはSoldatensteuerあるいはMilizgelderとも呼ばれ，常備軍のために1552
　年に導入されたもので，「現行のショック」に課税された。R6mer　1788，　S．238－240，
　576；Behrendts，S．！8－19．　　その税率は1833年12月21日の法律によれば，1834一一36
　年について「従来と同じくショックから42PfJであった。兵士税は1843年9月9日の
　法律によって，新しい地租の導入とともに廃止された。Gesetzsammlung　1833，　S．
　493；　Gesetzsammlung　1843，　S．　98．
（64）1546年に導入された一種の地租。R6mer　1788，　S．570．フフェニヒ税と統合されて
　ショック税となった。
（65）原文をわたくしはPurs．chenstenとしか読むことができないが，　Purschenstein
　と解する。
（66）租税の直接納付は，家産裁判権の国家移譲とともに実現したと考えられる。
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　　Der　Landmann　is七ja　auch　von　Scheunenschocken　befrei七，㎜d
werden　ihrn　solche　auf　sein　Gut　und　wenn　er　sich　zu　seinen　Be－
darf　deren　2　auch　う　erbaue七，　und　erbauen　mu13，　nicht　且皇幽
Cufge：LeE、」；t，　wa㎜　so：Lユ七en　wir　BUrger，　die　wir　ohnedieB　sehr
s七ark　in　Schocken　s七ehen，　auch　nich七die　biUige　Befrei㎜g　ge－
niel）Jen　kUnnen　？
　　Vns　davon　wieder　gzanzlich　zu　befreien，　bitten　wir　allerunter一
七h蟹nigst。
　　21）　Zei七hero　haben　wir　unsere　Pfennig■　und　Qua七embers七euern
an　das　Ren七amも　Purschensten　zur　Ablieferung　an　E．　Wohlleb］．．
Kreiss七euer－Ei㎜a㎞e　nach　Freiberg　einreichen　mUssen，　welches
㎜salle　Jahreユユ皿r　6　Gr－Abユie．fenmgskoSten　aus　der　C。㎜un
verursachts　urn　dieses　zu　ersparen　und　zu　andern　Zwecken　in　un一
／．Bユ．185b／　　　　serer　Cttmerei，　als　zu　Rehrwasserbau七ens
deren　wir　so　vie］e　und　starke，　manche　von　Sechszig　Schock　6
ellig・te　R6hren　haben，　wUnschen　wir　solches　directo　an　die　Be－
herde　nach　P”reiberg　abliefern　zu　dUrfen．
　　Um　we］．ches　billige　Gesuch　wir　in　aユユer　Uhterth哲nigkei七　bi七一
七en．
　　Uebrigens　schlSefSen　wir　uns　denen　von　der　Residenz　Dr，esden，
der　Hande］．stad七　Leipzig　und　andern　S七蟹d七en　des　Landes　ge－
mach七en　a］ユe㎜七er七h蟹nigs七en　Vortr蟹gen，　sQ　wei七　uns　so：Lche　an輯
gehen　und　nU七zlich　sein　kδ㎜ten，　in　aユler　Ehrerbietigkeit　an
und　bi七t；en　nur　noch　vorl蟹ufig㎜
　　Absehreibung　der　Co㎜un－decremen七ens　caduken　und　moderir七en
S七euerschocke　und　Qua七ernber，
　　sowie㎜dieselbe　Begnadigungen，　welche　alle七reue　Un七er－
thanen　des　Landes　zu　genieLJen　haben　rn6chten，　und　ersterben　in
tiefs七er　Devo七ユon　und　bestUn－
IBI．　184－／　・　digen　［1”reue　als
　　Ew．　K5nigl．　Majes七蟄七
　　LTw．　Kesnigl．　Hoheit
　　Saida，　am　12．　Octbr．　1850
　　allergetreusten
　　Go七t］．ob　Ferdinand　Leichserlrir19
　　Carl　Friedrich　Hichter
　　　　Viert．　tastr．
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　　　農村住民は納屋に対するショック〔税〕から免除されており，彼がその保有地に自
　　らの必要のためにそれ〔納屋〕を2－3棟建築した場合，それ〔ショック税〕が別個
　　に課されることはない。ショック〔税〕をきわめて重く課される我々市民が，なぜに
　　正当な免除を享受しえないのであろうか。
　　　我々は，それから再び完全に免除されるよう……請願する。
（21）従来我々はプフェニヒ税と四季税を，フライベルクの……県税徴収所に引き渡すため
　　　　　　　　　　　　　（65）
　　に，プルシェンシュタインの出納局に提出せねばならず，これは当市にとって毎年1ユ
　　Tlr　6　Gr一の引渡し費用を要した。これ〔引渡し費用〕を節約して，我々〔当市〕の
　　金庫から他の目的に，例えば，それのために我々が多数の大きな〔導管を〕，しばしば
　　長さ6エレの導管3600本を要する水道建設に〔用いるために〕，我々はこれ〔租税〕を
　　　　　　　　　　　　　　　　（66）　．　　フライベルクの官庁に直接引き渡すことを要望する。この正当な請願を我々は……請
　　願する。
〔A〕さらに我々は首都ドレースデン，商業都市ライプツィヒおよび我が国の他の諸都市
　　が行なった……上申に，それらが我々に係わり，有用であるかぎり，……賛同し，さ
　　しあたりなお，当市の免除無効，軽減租税ショックと四季税1単位との控除および，
　　我が国のすべての忠実な領民が享受してよい，これの持赦を請願する。……
　　国王陛下および摂政殿下
　　ザイダにて1830年10月12日一・・
　　ゴットロープ・フェルディナント・ライクセンリンク（他1名）　　街区代表者
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